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毎年恒例、第39回NAHAマラソンに出場し

てきました。

当日の天候は晴れ→曇り。スタート時点で

は雲一つない快晴だったので昼ぐらいには

とんでもない暑さになるのでは？と心配し

ましたが途中から曇ってきて風も冷たかっ

たので走りやすい気候でした。

今年は昨年の反省も生かし、前半は飛ばし

過ぎず水分もしっかり摂りながら、スタート

から34kmぐらいまでは一定のペースで歩か

ず止まらず行けました。ただ、調子が良かっ

たのもここまでで35㎞あたりから前腿に違

和感が出始め、ペースを緩めたり走り方を

変えたりしながら騙しだまし進んでいまし

たが、37㎞付近で急に両腿が痙攣を起こし、

豪快に攣りました(泣) そこからはペースが

上がるはずもなく沿道の方々のサポート（冷

却スプレーや氷でのアイシング）を受けな

がら歩いたり走ったりしながら何とか奥武

山公園までたどり着き、かろうじて自己ベ

ストの４時間20分51秒でゴール。

昨年達成できなかった自己ベストを達成

できたことは収穫ですが、後半の失速は毎年

の課題です。次こそは最後まで走り切る！！

2026年のNAHAマラソンは第40回の記念大

会です。今から始めれば約１年の練習期間が

あります。マラソンに興味がある方はぜひ記

念にチャレンジしてみてはいかかでしょう

か？　　　　　　　　　　　 （ハンバーグ）

日々私たちは様々な選択肢の言葉の中か

ら選択しながら会話をしています。その中で

「何を」言うかは大事ですが「誰が」言うか

と言うのも大事な要素であるということを

実感したお話を今回はさせてください。

ある時、父に気になる症状があり家族で受

診を勧めていたのですが、なかなか受診せず

頭を悩ませていました。その時、当時２歳の

娘がひと言「じぃじ！びょーいん、いっしょ

にいこーか」と。すると翌週にすぐに受診し、

結果パーキンソン病という診断になりまし

た。幸い初期だったので早期治療が出来てい

ます。主治医曰く「薬だけではなく、喉の

筋肉が衰えないようにリハビリが大事です、

ゆんたくをたくさんしてください、あとは何

か楽しみなことがあると良いです。」と。３

歳になった娘は「じぃじ高い高いして」「じぃ

じおにごっこしよう！」と。寡黙な父です

が孫といるととても楽しそうに笑いますし、

要望にも応えていて良いリハビリになって

いるとも思います。

なにより娘がとても楽しそうにしていて、

その無邪気な言葉かけや笑顔のおかげで私

たちはいつも救われているなと思うこの頃

でした。　　　　　　　　　　　　(ぽんず)

おきなわ薬剤師会報 第331号  令和８年２月18日発行
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　令和７年度薬事功労者厚生労働大臣表彰の受賞者として、本会から、村田美智子氏が選ばれた。

これは多年にわたり、医薬関係事業の発展向上に貢献し、医薬行政の推進に顕著な功績があった

者及び団体を薬と健康の週間（10月17日～ 10月23日）に併せて表彰するものである。

　厚生労働省で行われる表彰式には参加できなかったため、令和７年12月25日に伝達表彰が沖縄

県庁の保健医療介護部長室で執り行われ、糸数公沖縄県保健医療介護部長から表彰状と副賞が授

与された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文：事務局　大城 喜仁）

令和７年度薬事功労者厚生労働大臣表彰令和７年度薬事功労者厚生労働大臣表彰

村田 美智子先生、おめでとうございます
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　我喜屋先生は、平成６年4月に中城村立中城小学校、津波小学校の学校薬剤師に委嘱され、以

来27年間にわたり複数校において学校薬剤師として活動されています。

　学校環境衛生検査を通して、学校長及び養護教諭との連携を密にし、学校薬剤師として専門的

な立場から学校環境衛生の改善、健康教育等に関する指導助言、資料提供等を行い学校保健活動

の向上に貢献したことで今回の受賞となっております。

　我喜屋美香先生、この度のご受賞誠におめでとうございます。　　　（文：事務局 平安山丈継）

令和７年度学校保健功労者文部科学大臣表彰令和７年度学校保健功労者文部科学大臣表彰

我喜屋美香先生、おめでとうございます

受賞した我喜屋美香先生（右から２人目）を囲んで
左から２人目は旦那様の我喜屋啓先生

Facebookをご覧下さい！

下記アドレスより、お待ちしております。ホームページからも閲覧できます。
https: / /www.facebook.com/okinawaopa

お知らせ



会員の皆様、謹んで新春のお慶びを申し上げ

ます。旧年中は、当薬剤師会の活動に格別のご

理解とご支援を賜り、心より感謝申し上げます。

本年、令和八年は、沖縄県薬剤師会が創立

100周年という記念すべき大きな節目を迎える年

となります。先人の方々が築き上げてこられた永

きにわたる歴史と伝統に対し、深く敬意を表す

るとともに、その重みを改めて感じています。こ

の100年間、薬剤師は、伝染病との闘い、戦後

の混乱、医療制度の確立、そして近年における

パンデミック対応という幾多の困難を乗り越え、

常に県民の健康と生活を守る公衆衛生の要とし

て貢献してまいりました。100周年という節目は、

単に過去を振り返るだけでなく、次の100年を見

据え、私たち薬剤師が沖縄の医療にどのような

未来を描くのかを誓い合う、新たな出発点です。

さて、昨年は、医療DX（デジタルトランスフォー

メーション）がさらに深化し、私たちの業務環

境に大きな変革をもたらしました。電子処方箋

の普及拡大や、マイナ保険証を活用した診療情

報・薬剤情報へのアクセスは、患者さんの服薬

情報の一元的・継続的な管理をより高度化させ

る土台となりました。しかし、DXの本質はツール

を導入することではなく、それによって得られた

情報をいかに活用し、質の高い個別化された薬

物療法を提供できるかにあります。薬剤師は、

AIやデータ分析では代替できない専門的な視点

と対話を通じて、患者さんの生活の質（QOL）向

上に貢献する役割を担っています。高齢化が加

速する沖縄県において、在宅医療や地域包括ケ

アシステムの中で、テクノロジーとヒューマンタッ

チを融合させた「ハイブリッドな薬剤師機能」が

不可欠です。

創立100周年を迎える令和八年は、「未来への

継承と会員の専門性の強化」と「地域医療の持

続可能性の確保」を二つの柱として活動を推進

してまいります。

未来への継承と会員の専門性の強化として、

100周年を記念し、これまでの歴史を振り返る事

業や若手薬剤師が、沖縄の薬剤師としての使命

と誇りを胸に、地域医療の担い手としての自覚を

高める機会を提供する事業に取り組みます。ま

た、複雑化する薬物治療に対応するため、がん

専門薬剤師、感染制御専門薬剤師などの認定・

専門薬剤師の育成強化に取り組みます。

沖縄県は、地理的・経済的な課題から生じる

地域間の医療提供体制の偏在は、依然として深

刻です。当会は、地域医療の持続可能性の確保

として離島・へき地医療支援を最重要課題とし、

遠隔服薬指導やオンラインでの研修機会の提供

を通じて、県内全域の薬剤師が均質なサービス

を提供できる環境づくりを加速させます。

結びに、この100年の歩みを誇りとし、私たち

一人ひとりが、県民の皆様から真に信頼される

医療の専門職として、地域医療の未来を創造し

ていく責任があります。本年が、会員の皆様にとっ

て実り多き一年となり、沖縄県薬剤師会が次の

100年に向けた強固な基盤を築く年となりますよ

う、心より祈念いたします。皆様の益々のご健勝

とご多幸を祈り、新年のご挨拶といたします。

令和八年 元旦
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令和八年 新年のご挨拶
〜創立100周年を迎える新たな誓い〜

沖縄県薬剤師会 会長

前 濱  朋 子



新年明けましておめでとうございます。沖

縄県薬剤師会会員の皆様におかれましては、

健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上

げます。また、平素から、本会会務にご多大

なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上

げます。

さて、昨年は「医薬品、医療機器等の品質、

有効性及び安全性の確保等に関する法律等の

一部を改正する法律」が成立、公布され、濫

用等のおそれのある医薬品の販売方法の厳格

化をはじめとする医薬品販売制度に関わる

種々の改正、薬局の機能等のあり方の見直し

として健康サポート薬局の法定化（健康増進

支援薬局）など、薬局の業務やあり方に直接

的に関連する制度の見直しが行われました。

さらに、法第１条の５第３項により、薬局

開設者の責務として、自薬局における医薬品

の安定供給にとどまらず、行政と連携して『地

域』における医薬品の安定供給を図ることと

されました。日本薬剤師会では、この実現に

向けて、昨年７月に「地域医薬品提供体制強

化のためのアクションリスト」を策定しまし

た。急速な少子化や過疎化が進む人口減少社

会において、地域の医療資源たる薬局・薬剤

師にとって、今がまさに正念場となります。

地域薬剤師会、都道府県薬剤師会の皆様にお

かれては、国民への医薬品の適正な提供のた

め、関係行政機関並びに多職種との連携・協

働の下、薬局機能を強化し、地域住民が「薬

剤師サービス」を過不足なく享受できる体制

の構築・強化に取り組んでいただきたいと思

います。日本薬剤師会としても、引き続き全

力でサポートしていく所存です。

また、令和８年度は診療報酬改定が予定さ

れています。現下の賃上げ・物価高等の影響、

いわゆる「逆ザヤ」品目の急増、毎年の薬価

改定による備蓄医薬品の資産価値の減少等に

より、薬局の経営状況は極めて逼迫していま

す。地域に根ざし、患者・地域住民のため日々

業務に取り組んでいる薬剤師・薬局が、継続

かつ安定して薬物治療を提供していくため、

改定財源の確保と同時に、医科・調剤の公平

な配分を維持するよう関係各方面へ強く働き

かけを行ってまいります。

そして、その結果は、各地域において、薬

剤師サービスと医薬品提供体制を確立し、薬

剤師免許を使って、地域の住民が安心に暮ら

せる環境を実現することになります。

本年が、一人ひとりの薬剤師がその専門性

と使命感を高め、国民の安全・安心な医療と

健康を守る役割を果たすため、さらなる高み

を目指す一年となることを確信しております。

結びに、沖縄県薬剤師会会員の皆様のご活

躍とご発展を祈念申し上げ、新年の挨拶とさ

せていただきます。
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新年のご挨拶
公益社団法人 日本薬剤師会 会長

岩 月  進



はいさい、ぐすーよー、いいそーぐぁちでー

びる。

新年あけましておめでとうございます。沖縄県

薬剤師会の皆さまには、日頃から本県の薬務行

政の推進に格別の御支援と御協力をいただき、

厚くお礼を申し上げます。

2015年に厚生労働省が策定した「患者のため

の薬局ビジョン」は、薬剤師を取り巻く環境に

大きな変革を促しました。医薬分業の進展に伴

う門前薬局の増加という背景を受け、薬局の役

割を従来の「対物中心」から「対人中心」へと転

換し、患者さんの薬物療法を継続的に支えるた

め、服薬情報の一元的・継続的な把握、24時

間対応や在宅医療への対応、医療機関等との連

携という3つの柱を掲げ、薬局機能の強化を進め

て参りました。その結果、この10年間で「健康

サポート薬局」や「地域連携薬局」「専門医療

機関連携薬局」といった様々な取り組みが進め

られ、薬局が担う医療・健康支援機能がより明

確になったことは、制度面での大きな成果であ

ると認識しています。

昨年５月に公布された医薬品医療機器等法の

一部を改正する法律では、薬剤師等の遠隔管理

下での一般用医薬品販売や薬局の調剤業務の

一部外部委託が可能とされた他、「健康増進支

援薬局」の認定制度導入など薬局機能の強化が

図られました。

今後は、超高齢者化社会を迎える2035年に向

けて、本来のかかりつけ薬局機能を個々の薬局

の努力に留まらず、地域の特性に応じた連携体

制として再構築していくことが、期待されており

ます。

また、薬局・薬剤師の皆様の役割は平時のみ

ならず、有事においても極めて重要です。昨年

３月には厚生労働省から「災害薬事コーディネー

ター活動要領」が示され、全国的に育成が強化

されつつあります。

県では、沖縄県薬剤師会と連携して養成研修

会等を実施し、現在30名の薬剤師を沖縄県災害

薬事コーディネーターとして登録しております。引

き続き、災害薬事コーディネーターの養成と活動

の推進に御理解と御協力をお願いいたします。

皆さまご承知のとおり、本県では薬剤師が慢

性的に不足しており、薬剤師の確保が重要な課

題となっているところです。そのため県では、「新・

沖縄21世紀ビジョン基本計画」及び「沖縄県薬

剤師確保計画」に基づき、県内での就業を目的

とした奨学金の返還助成や県内国公立大学への

薬学部設置等の総合的な薬剤師の確保・養成に

取り組んでおりますので、今後とも、一層の御協

力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

薬物乱用防止対策については、近年、市販薬

の過剰摂取が社会問題化しています。県では、

沖縄県薬剤師会や警察など関係機関・団体と連

携し、学校や地域での講習会、街頭キャンペーン、

SNSを活用した啓発活動を実施しています。皆様

におかれましても、薬の専門家である薬剤師とし

て、医薬品の適正使用と併せて、今後とも、薬

物乱用防止対策に特段の御協力を賜りますよう

重ねてお願い申し上げます。

結びに、新春の門出にあたり、沖縄県薬剤師

会の限りない御発展と会員の皆さまの御健勝と

御活躍を心から祈念申し上げ、新年のあいさつ

といたします。
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新年のあいさつ
沖縄県保健医療介護部長

糸 数  公



新年明けましておめでとうございます。会

員の皆様におかれましては、お健やかに輝か

しい新年を迎えられたことと、心よりお慶び

申し上げます。また、日頃より温かいご支援

を賜っておりますこと、この場をお借りいた

しまして、深く御礼を申し上げます。

昨年１月24日に召集され、６月22日に閉会

した第217回通常国会において、厚生労働委

員会で２度、消費者問題に関する特別委員会

で１度質問に立ちました。令和元年の薬機法

改正に伴い、附則に施行後５年を目途として

改正内容を検討する規定が設けられたことを

受け、厚生労働委員会において薬機法改正に

関する審議が行われました。医療用医薬品等

の安定供給体制、国民への医薬品の適正な提

供のための薬局機能の強化、医薬品等の品質

及び安全性の確保、より活発な創薬が行われ

る環境の整備等について審議が行われ、２度

の質問の機会でほぼ全ての項目について質問

できたことは、薬剤師議員として感慨深いも

のがありました。

また、この度、昨年10月22日、高市内閣に

おいて厚生労働大臣政務官（労働・福祉・年

金担当）を拝命しました。安心して働ける労

働政策や国民生活を支える社会保障等、国民

の皆さまの生活を生涯にわたって支える厚生

労働行政の一翼を担い、政務官として上野賢

一郎厚生労働大臣を支え職務を全うできるよ

う全力で取り組んでまいります。引き続きご

指導ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。

結びに、会員の皆様の益々のご活躍と、本

年が素晴らしい一年となりますよう祈念申し

上げ、新年の挨拶といたします。
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新年にあたって
参議院議員・薬剤師

神 谷  政 幸



謹賀新年
沖縄県薬剤師会の皆様には、日頃よりご指

導賜りますとともに、昨夏には多くのお力を

結集していただき、ありがとうございました。

本年は午年。駆け抜けるほどの勢いと力強

さをもって、確実に歩を進める年にしたいと

思います。

中国の思想家荀子の「着
ちゃくがん

眼大
たいきょく

局 着
ちゃくしゅ

手

小
しょうきょく

局」という言葉を恩師から以前教わりま

した。物事の全体像を俯瞰的に捉えて本質を

見抜き（着眼大局）、同時に、目の前にある

具体的な課題一つひとつから着実に実行して

いく（着手小局）という解釈の言葉です。

各年度の政府一般会計予算を始め国会の場

で議論される政策の多くは、一定の時間軸を

設定した上で、全体像（大局）を見失わずに、

現下の課題（小局）と向き合って解決のため

の方策を積み重ねていきますので、国会議員

として活動する中でこの言葉を大切にしてい

ます。

昨年10月に「今の暮らしや未来への不安を

希望に変え、強い経済を作る」、「日本列島を

強く豊かに、日本を再び世界の高みに押し上

げる」という強いメッセージと共に、高市内

閣が始動しました。

新たな連立の枠組みの下で他の野党とも協

議を適宜重ねながらの国会運営は厳しい状況

に変わりありませんが、物価高対策と賃上げ

対応、創薬イノベーションの推進、流通改善、

薬剤師の処遇改善及び不足・偏在の解消等々、

薬剤師や薬業界を取り巻く現下の諸課題の大

局を見失うことなく、補正予算の円滑な執行、

薬価・報酬改定や新年度予算等々による適切

な評価と支援策を小局として、課題の一つひ

とつを丁寧にかつ力強く解決に導き、国民の

いのちと暮らしを守ってまいります。

皆様にとって、本年が実り多き１年となり

ますことをお祈り申し上げ、年頭のご挨拶とい

たします。本年もよろしくお願いいたします。

推古天皇の即位に合わせて行われるようになった薬狩りの様子を描いた壁画
（星薬科大学本館掲示の壁画を二分割撮影）
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年頭所感
参議院議員・薬剤師

本 田  顕 子



新年あけましておめでとうございます。

沖縄県薬剤師会会員の皆様におかれまして

は、地域医療の最前線において県民の健康と

安心を日々支えておられますことに、心より

敬意と感謝を申し上げます。

昨年はいわゆる「2025年問題」を迎え、団

塊の世代がすべて後期高齢者となることで、

医療・介護需要がこれまで以上に増大する、

重要な節目の年となりました。医療提供体制

の持続可能性が強く問われる中、薬剤師の皆

様には、地域包括ケアシステムの中核を担う

専門職として、これまで以上に幅広く、高度

な役割が期待されています。

また、昨年の診療報酬改定では、対人業務

の評価やかかりつけ機能の強化、ポリファー

マシー対策、在宅医療への関与など、薬剤師

の専門性を最大限に活かす方向性がより明確

に示されました。単に薬を調剤するにとどま

らず、患者一人ひとりの生活背景や服薬状況

を踏まえた継続的な薬学的管理を行うこと

が、治療効果の向上や副作用防止、さらには

医療費適正化にもつながる時代となっていま

す。

さらにリフィル処方箋の普及やオンライン

服薬指導の定着は、医療の効率化と利便性向

上をもたらす一方で、薬剤師による的確な判

断、丁寧な説明、そして継続的な患者フォロー

の重要性を一層高めています。デジタル技術

が進展する中にあっても、対面・非対面を問

わず、薬剤師の専門性と信頼が医療の質を左

右する重要な要素であることに変わりはあり

ません。

沖縄においては、離島・僻地医療への対応、

高齢化の進展、生活習慣病対策など、本県特

有の課題を数多く抱えています。そのような

環境の中で、地域に最も身近な医療専門職で

ある薬剤師の皆様が、日常の服薬指導や健康

相談を通じて県民の安心を支えてこられた意

義は極めて大きいものがあります。医師や看

護師、介護職をはじめとした多職種と連携す

る「顔の見える医療」への取組は、これから

の沖縄の医療を支える大きな礎です。

薬は、正しく用いられてこそ命と健康を守

る力となります。その安全性と有効性を確保

しているのが、日々研鑽を積み、最新の医療

知識を現場で実践されている薬剤師の皆様で

す。医療DXの進展、電子処方箋の普及、医薬

品供給体制をめぐる課題など、業界を取り巻

く環境が大きく変化する中にあっても、皆様

の専門職としての使命と責任は今後ますます

重要性を増していくものと存じます。

結びに、本年が実り多き年となりますとと

もに、沖縄県薬剤師会のますますの発展、並

びに会員の皆様のご活躍とご健勝を心より祈

念申し上げ、年頭のご挨拶といたします。本

年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

年頭ご挨拶
衆議院議員

國 場  幸之助
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謹んで新春のお慶びを申し上げます。

前濱会長をはじめ、一般社団法人沖縄県薬

剤師会の皆様には、日頃より県民の生命と健

康を守る最前線において、昼夜を分かたぬご

尽力を賜っておりますことに、心より敬意と

感謝を申し上げます。

昨年を振り返りますと、感染症対策、医薬

品の安定供給、地域包括ケアの推進など、医

療を取り巻く環境は依然として多くの課題を

抱える一年でありました。そのような中に

あって、薬剤師の皆様が「かかりつけ薬剤師・

薬局」として、調剤業務にとどまらず、服薬

指導、在宅医療、医療安全の確保に至るまで

幅広い役割を担われていることは、地域医療

の根幹を支える大きな力であります。

とりわけ沖縄県は、離島・へき地医療とい

う地理的特性に加え、台風や地震などの自然

災害、さらには有事への備えという観点にお

いても、平時からの医療体制整備が不可欠な

地域であります。災害時や緊急事態におい

て、医薬品の安定供給や適切な服薬支援を担

う薬剤師の役割は極めて重要であり、皆様の

専門性と現場力が県民の命を守る大きな支え

となっています。

私自身、防衛副大臣としての経験を通じ、

災害派遣や有事対応の現場に携わる中で、医

療・薬事体制の確保が国民の安心と直結する

ことを強く認識してまいりました。自衛隊に

よる災害対応や医療支援が円滑に機能するた

めにも、地域医療を支える薬剤師の皆様との

連携は不可欠であり、平時からの備えと顔の

見える関係づくりが何より重要であると痛感

しております。

国政におきましては、医療DXの推進、医薬

品の安定供給体制の強化、医療従事者の働き

方改革など、薬剤師の皆様と深く関わる政策

課題が山積しております。今後とも現場の声

に真摯に耳を傾け、災害や有事にも耐え得る、

持続可能で強靱な医療提供体制の構築に全力

で取り組んでまいる決意であります。

本年が、沖縄県薬剤師会のさらなるご発展

と、前濱会長はじめ会員の皆様のご健勝、ご

活躍の一年となりますこと、そして沖縄の医

療がより一層充実し、県民が安心して暮らせ

る社会が築かれることを心より祈念申し上げ

ます。

結びに、皆様の日頃のご労苦に深く感謝申

し上げますとともに、今後とも変わらぬご指

導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ、

新年のご挨拶といたします。

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

令和８年１月吉日
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ご 挨 拶
防衛副大臣　衆議院議員

宮 﨑  政 久



令和八年の新春を迎えるにあたり、一般社団

法人沖縄県薬剤師会の皆さまに謹んで新年のご

挨拶を申し上げます。

日頃より、県内の保健・医療・福祉の最前線

において、地域住民の健康を支える大切な役割

を担っておられる薬剤師の皆さまの不断のご尽

力に、心より敬意を表します。適切な服薬指導、

医薬品管理、在宅医療での支援など、皆さまの

専門性と使命感が、地域包括ケアの確かな土台

を形成しており、県民に大きな安心をもたらして

います。

また、近年の物価高騰やエネルギー価格の上

昇、人材確保に伴う人件費の増加など、医療を

取り巻く環境は一段と厳しさを増しております。

薬局をはじめ、医療機関全体で避けがたいコス

ト増に直面する中で、日々の地域医療を守り抜

いておられる皆さまのご苦労に、心から敬意を

表します。

こうした状況を受け、政府では総合経済対策

に基づいた補正予算において、賃上げや物価上

昇による負担を少しでも和らげるため、薬局への

支援金交付など具体的な後押しを進めておりま

す。現場の皆さまが安心して本来の業務に向き

合うことができるよう、国としてもできる限りの支

援策を整えているところです。

私自身も国会の立場から、現場で寄せられる

声を真摯に受け止め、新年度予算に向けて必要

な財源確保に全力で取り組んでまいります。

皆さまが専門性を存分に発揮し、安心して働

き続けられる環境を整えることは、県民の健康

を守るうえで欠かすことができません。これから

も業界の皆さまと歩調を合わせ、制度面・財政

面の双方から、持続可能な地域医療を力強く支

えていく所存です。

全国的に課題となっている医薬品の供給不安

についても、国として安定確保策の強化が求めら

れております。医療現場の混乱を最小限にとどめ

るためには、迅速な情報共有や患者支援が欠か

せず、引き続き制度整備に努めてまいります。

さらに、医療分野ではデジタル化が急速に進

展し、電子処方箋やオンライン服薬指導、医療

情報の連携など、ICTを活用した取り組みが本格

化しています。これらの技術は地域医療の効率

化や患者の利便性向上に資する一方で、安全な

運用体制の整備が不可欠です。薬剤師の皆さま

が安心して活用できる環境づくりに向け、国とし

ても支援を続けてまいります。

観光立県である沖縄では、外国人観光客の増

加に伴い、多文化・多言語対応や医薬品アクセ

ス確保も重要な課題となっております。健康上の

不安を抱える旅行者に対して、地域の薬局が大き

な役割を果たしていることは、沖縄の魅力と信頼

性の向上につながっているものと感じております。

薬剤師の皆さまは、地域住民の生活に寄り添

いながら、災害対応、在宅医療、多職種連携、

セルフメディケーションの推進など、幅広い分野

でその専門性を発揮されています。これからま

すます重要な役割を担われる皆さまに、心から

の敬意と期待を申し上げます。

結びに、沖縄県薬剤師会のさらなるご発展と、

会員の皆さまのご健勝を心より祈念するととも

に、本年も引き続き、県民の健康増進に向けて

力を尽くしてまいる所存です。どうぞ宜しくお願

い申し上げます。
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新年のご挨拶
衆議院議員

島 尻  安伊子



謹んで初春のお慶びを申し上げます。

沖縄県薬剤師会の皆さまにおかれまして、

平素は格別のご支援ご理解を賜り厚く御礼申

し上げると共に、県民の医療向上と命と暮ら

しを守ってこられましたことに敬意と感謝を

申し上げます。

『創薬・先端医療』が戦略分野の中に盛り

込まれるなど、昨年10月に誕生した高市政権

へのご期待は大変に高いものがあり、日本の

医薬品産業の国際競争力強化にむけ、沖縄県

選出国会議員として積極的に務めてまいりま

す。日本経済の牽引役と期待をされているこ

こ沖縄県ですが、歴史・伝統・文化の豊かな

離島が多いのが特色の一つです。離島などの

医療体制は脆弱であり、円滑な薬剤提供を推

進するため実効性ある取り組みを後押しする

ことは勿論の事、医師派遣の充実や勤務環境

改善の為の更なる支援を講じてまいりますの

で、調剤業務・服薬指導等を通じて県民の健

康管理に寄り添っていただく等、変わらぬご

協力を宜しくお願い致します。沖縄県の特性

を活かし、医療の充実豊かな地域社会を形成

する為にも、『国民の命と健康を支える国家

のインフラである医薬品産業』を、国政の場

より皆さま方としっかりと連携し、基幹産業

として取り組んで参ります。

深刻な少子高齢化・人口減少社会を迎える

中で、全世代型社会保障の構築に向けた取り

組みは急務であり、医療提供体制や規制緩和

の見直しも含め、地域包括ケアシステムを踏

まえた地域の介護・医療・医薬品など、提供

体制の更なる向上の為の取り組みを進めてい

く必要があります。魅力ある市場としての日

本国の樹立により、国民が世界最先端医療を

受けることができるような土壌の整備も必要

です。あわせて、地域医療の一翼を担い、地

域住民が健康について気軽に相談できる身近

な存在としての『かかりつけ薬局・薬剤師』

に係る取り組みを着実に進めていくことが重

要であります。

地域の医薬品提供体制において、薬局や薬

剤師への期待は今後益々大きくなるものと考

えております。地域への医薬品提供を担う薬

剤師の皆さまの知見を十二分に発揮いただく

環境づくりに、国政の場において全力で取り

組んでまいります。こうした取組には、皆さ

まのご支援ご協力が不可欠でございますの

で、今後ともより一層のお力添えを賜ります

ようお願い申し上げます。

冒頭でも申し上げました離島の多い沖縄

県。日本経済の牽引役と期待されているわが

沖縄県でも、深刻な人口減少という「静かな

有事」が予測されており、地域の活力、そし

て経済の活力が低下していく懸念がありま

す。将来に向けた安心感を生む社会保障制度

や医療体制の構築、魅力ある沖縄県へ、県民

の皆様の安心安全を守るべく、初心を忘れず

国会活動に取り組んでまいります。

結びに、本年100周年を迎える沖縄県薬剤

師会の益々のご発展並びに、お一人おひとり

のご健勝とご多幸を心から祈念申し上げ、年

頭のご挨拶といたします。

令和八年新春
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年頭のご挨拶
衆議院東日本大震災復興及び原子力問題調査特別委員会委員長

衆議院議員

西 銘  恒三郎



新年あけましておめでとうございます。

沖縄県薬剤師会の皆様におかれましては、

日頃より県民の健康と安心な医療体制の確保

に多大なる御尽力を賜り、心より敬意と感謝

を申し上げます。

昨年を振り返りますと、新型コロナウイル

ス感染症が五類へ移行した後も、医療現場は

依然として多くの課題を抱えています。医薬

品の安定供給、物価・エネルギー価格の高騰、

医療人材の確保など、薬剤師の皆様が直面す

る環境は一層厳しさを増しています。そのよ

うな中にあっても、調剤業務にとどまらず、

服薬指導、在宅医療、公衆衛生の最前線を担

い、地域の「かかりつけ薬剤師」として県民

の暮らしを支えてこられた皆様の献身的な取

組に、改めて深く感謝申し上げます。

沖縄県は離島・へき地を多く抱える地理的

特性から、医療提供体制の確保が常に大きな

政策課題です。医師や看護師に加え、薬剤師

の役割は年々拡大しており、多職種連携によ

る地域包括ケアの中核として、欠かすことの

できない存在となっています。高齢化の進展

に伴い、在宅医療や服薬管理の重要性は、今

後さらに高まっていくものと考えています。

こうした状況を踏まえると、県内における

薬学部設置は、もはや将来の検討課題ではな

く、先送りが許されない喫緊の課題でありま

す。長年にわたり必要性が指摘されてきたに

もかかわらず、具体的な道筋が示されないま

ま時間が経過している現状は、県民医療の持

続性という観点からも、極めて重い問題です。

県外に進学した学生が、そのまま県外に定

着してしまう状況は、薬剤師の慢性的な人材

不足や地域偏在を招く一因となっています。

沖縄の医療・公衆衛生の現場を学び、地域へ

の使命感を育んだ人材を県内で育成する体制

を整えることは、医療体制の安定確保のみな

らず、災害対応や感染症対策の強化にも直結

します。薬学部設置は、人材育成であると同

時に、県民の命を守る基盤整備そのものであ

ると考えています。

必要なのは、課題を先送りすることではな

く、国・県・大学関係者、そして現場を担う

薬剤師会の皆様が一体となり、実現に向けた

具体的な議論と工程を示すことです。私は県

議会の立場から、こうした議論が形になるよ

う、強い意思をもって取り組んでまいります。

あわせて、医薬品供給不安や原材料価格の

高騰など、薬局経営を取り巻く課題についても、

現場の声を丁寧に受け止め、制度が実態に即し

たものとなるよう、国や関係機関への働きかけ

を続けてまいります。専門職の皆様が安心して

働き続けられる環境整備は、県民医療を守る上

で欠かすことのできない要素です。

県議会においては、沖縄県薬剤師会の皆様

との対話を大切にしながら、地域医療体制の

強化、医療DXの推進、災害時の医薬品供給体

制の充実など、現場に根ざした政策形成に全

力で取り組んでまいります。

本年も、薬剤師会の皆様と行政・議会が力

を合わせ、県民一人ひとりが安心して暮らせ

る医療環境の実現に向け、共に歩んでいきた

いと考えております。皆様の御健勝と、沖縄

県薬剤師会のさらなる御発展を心より祈念申

し上げ、新年の御挨拶といたします。
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新年のご挨拶
沖縄県議会議員

自由民主党沖縄県支部連合会会長

島 袋  大



令和八年の新春を迎え、謹んで新年のご挨

拶を申し上げます。

沖縄県薬剤師会の皆様におかれましては、

日頃より県民の健康と医療の確保に多大なる

ご尽力を賜り、心より敬意と感謝を申し上げ

ます。

昨年は、台風や大雨などの自然災害への警

戒対応が全国各地で求められ、沖縄県におい

ても、強風や豪雨への備えが必要となる場面

がありました。加えて、物価やエネルギー価

格の高止まり、医薬品供給を巡る不安定な状

況が続き、医療現場、とりわけ薬剤師の皆様

には大きなご負担がかかる一年であったと受

け止めております。

沖縄県は島嶼県であり、離島・へき地を多

く抱えるという地理的特性から、平時のみな

らず災害時においても、地域ごとに医薬品と

医療人材を確保する体制が不可欠です。その

中で、薬剤師の皆様は、調剤業務にとどまら

ず、感染症対策、在宅医療、地域包括ケア、

災害時の医薬品管理など、地域医療を支える

中核的な役割を果たしておられます。

一方、沖縄県においては、薬剤師不足が構

造的な課題として指摘されており、特に離島

や中山間地域では、その影響が顕在化しつつ

あります。こうした課題に対して、県外から

の人材確保に依存するだけでは、将来にわた

り安定した医療提供体制を維持することは困

難であります。県内で薬剤師を育成し、県内

に定着してもらう仕組みの構築が不可欠であ

ると考えています。

その基盤となるのが、国公立大学における

薬学部設置と、体系的な人材育成の推進であ

ります。国公立大学に薬学教育の拠点を設け

ることは、経済的事情に左右されずに学ぶ機

会を確保するという観点からも重要であり、

県内の優秀な若者が地元で進学し、将来にわ

たり地域医療を支える道を選択しやすくなり

ます。また、教育・研究・医療現場が連携す

ることで、医療の質の向上に加え、医療関連

分野における新たな知見や産業の芽を育てる

可能性も広がります。

人材育成は短期的な成果が見えにくい分野

ではありますが、将来にわたり県民の命と暮

らしを守るためには、避けて通ることのでき

ない重要な投資であります。現場を熟知する

薬剤師会の皆様の知見と経験は、こうした取

り組みを具体化する上で、何よりも重要な指

針となります。

沖縄県議会におきましても、医療現場の実

情を踏まえ、薬剤師の皆様の声を丁寧に受け

止めながら、医療人材の育成と持続可能な地

域医療体制の構築に向け、実効性ある政策の

実現に取り組んでまいります。今後とも、沖

縄県薬剤師会の皆様と連携を深め、ともに沖

縄の医療の将来を支えていく所存です。

結びに、本年が沖縄県薬剤師会の皆様にと

りまして、健康で実り多い一年となりますこ

とを心より祈念申し上げ、新年のご挨拶とい

たします。

令和八年元旦
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新年のご挨拶
沖縄県議会議員

新 垣  淑 豊
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おきなわ薬剤師会報　令和 8 年 1 ･ 2 月号

昨年は会運営にご理解ご協力を賜わりお礼申し上げます。

皆様のご健康とご繁栄を心よりお祈り申し上げます。
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おきなわ薬剤師会報　令和 8 年 1 ･ 2 月号

去る令和８年１月18日にダブルツリー by

ヒルトン那覇首里城において、沖縄県薬業連

合会主催の令和７年度薬事功労受賞者合同祝

賀会が開催された。

式典は、本会の宮城敦子広報委員会委員長

の司会進行のもと、宮城幸枝常務理事、喜屋

武芳美理事による「かぎやで風」の舞で厳か

に幕を開け、地謡は青年薬剤師部会の石井秀

典副部会長が務めた。司会による歌詞を引用

した紹介もあり、会場は晴れやかな雰囲気に

包まれ、式典が進行した。

開会にあたり、沖縄県薬業連合会の親泊康

行理事が挨拶を述べ、続いて前濱朋子会長が

主催者挨拶に立った。前濱会長は新年の挨拶

とともに、本会が創立100周年という大きな

節目を迎えることに触れ、薬業関係団体が連

携し、「健康長寿・沖縄」の実現や県内にお

ける薬学部創設に向けて取り組む重要性を強

調し、「次の100年、そして沖縄の未来に向け、

力を合わせて歩んでいきたい」と挨拶した。

来賓祝辞では、玉城デニー沖縄県知事に代

わり、沖縄県保健医療介護部の比嘉奈緒子保

健衛生統括監から祝辞が代読されたほか、沖

縄県医師会の田名毅会長からも祝辞が述べら

れた。

受賞者紹介では、会場から一人ひとりに温

ご出席の令和７年度受賞者の皆様
右上：受賞者代表あいさつを務めた村田美智子氏

令和７年度令和７年度
薬事功労受賞者　　合同祝賀会開催薬事功労受賞者　　合同祝賀会開催
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かい拍手が送られ、受賞者を代表して、薬事

功労者厚生労働大臣表彰を受賞した本会の村

田美智子理事が受賞の喜びとともに、日頃支

えてくれた関係者への感謝の言葉を述べた。

続いて、國場幸之助衆議院議員、宮﨑政久

衆議院議員、西銘恒三郎衆議院議員から挨拶

があり、島尻安伊子衆議院議員からの祝電も

紹介された。石井灯さんによるオリジナル楽

曲を含むアコースティックギター演奏と歌の

余興で、会場は和やかな雰囲気に包まれ、最

後に沖縄県薬業連合会の山﨑誠一理事による

閉会のことばをもって、盛会のうちに終了し

た。　　　　　　　（文：事務局　川平 真央）

令和７年度令和７年度
薬事功労受賞者　　合同祝賀会開催薬事功労受賞者　　合同祝賀会開催

会次第

	 会期　令和８年１月18日（日）　正午～14時

	 会場　ダブルツリー byヒルトン那覇首里城 首里の間

	 司会　沖縄県薬剤師会　広報委員会委員長

	 宮城　敦子

幕開け　かぎやで風

開会のことば	 沖縄県薬業連合会理事

	 親泊　康行

	 （沖縄県医薬品登録販売者協会会長）

主催者あいさつ	 沖縄県薬業連合会会長

	 前濱　朋子

	 （沖縄県薬剤師会会長）

来賓あいさつ	 沖縄県知事　玉城デニー

	（代読　沖縄県保健医療介護部 保健衛生統括監　比嘉奈緒子）

	 沖縄県医師会会長　田名　　毅

受賞者登壇・紹介

受賞者代表挨拶	 村田美智子

乾杯	 沖縄県薬業連合会副会長　比嘉　勝也

	 （沖縄県医薬品配置協議会会長）

余興　アコースティックギター演奏と歌	 石井　　灯

閉会のことば	 沖縄県薬業連合会理事　山﨑　誠一

◇◇◇ 受賞者 ◇◇◇

薬 事 功 労 者 厚 生 労 働 大 臣 表 彰

村田 美智子
沖 縄 県 薬 事 功 労 者 知 事 表 彰

幸地 良信　諸見 牧子
九 州 山 口 薬 学 大 会 表 彰

狩俣 イソ
沖 縄 県 薬 剤 師 会 会 長 表 彰

新城 光雄　石川 恵市　浦崎 清子
髙木 英子　新嵩 由香　盛本 直也

野崎 真敏（故人）
日 本 薬 剤 師 会 有 功 賞

大井 雅江　川満 建英　仲井間 清
中原 慶子　仲村 喜久子　平安山 春江

宮城 正明
新城 光枝（故人）　野崎 真敏（故人）

沖 縄 県 薬 剤 師 会 貢 献 賞

石原 英子　金城 可代子　具志堅 優子
玉城 幸輝　玉城 克治

公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰

村上 市子
学校保健功労者文部科学大臣表彰

我喜屋 美香
沖 縄 県 学 校 保 健 会 表 彰

新垣 慶朗　糸嶺  達　奥間 美智子
沖 縄 県 公 衆 衛 生 大 会 長 表 彰

長嶺 文子
日 本 公 衆 衛 生 事 業 功 労 者 表 彰

幸地 良信
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開会のことば
沖縄県薬業連合会

親泊康行理事

来賓挨拶
沖縄県医師会
田名毅会長

来賓挨拶
那覇市

古謝玄太副市長

来賓挨拶
國場幸之助
衆議院議員

乾杯
沖縄県薬業連合会
比嘉勝也副会長

来賓挨拶
宮﨑政久

衆議院議員

閉会のことば
沖縄県薬業連合会

山﨑誠一理事

来賓挨拶
西銘恒三郎
衆議院議員

司会
広報委員会

宮城敦子委員長

主催者挨拶
沖縄県薬業連合会

前濱朋子会長

来賓挨拶
沖縄県保健医療介護部

比嘉奈緒子保健衛生統括監

祝賀会スナップ写真祝賀会スナップ写真
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幕開け『かぎやで風』
宮城幸枝常務理事・喜屋武芳美理事

地謡
青年薬剤師部会

石井秀典副部会長

余興
アコースティックギター演奏と歌

石井灯さん
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令和７年度受賞者プロフィール

〔薬事功労者厚生労働大臣表彰〕〔薬事功労者厚生労働大臣表彰〕

村田　美智子 氏
沖縄県薬剤師会の女性薬剤師会員をもって組織する沖縄県薬剤師会女性薬剤師部会に平成

11 年から長年に亘って活動に関わり、日本女性薬剤師会薬剤師継続学習通信教育講座の斡

旋に尽力した。平成 20 年に同部会の部会長に就任すると、漢方講座や妊娠 ･ 授乳と薬の基

礎講座の開催 ､浦添市乳幼児一般健康診査において薬の相談会を実施するなど ､女性薬剤師

の資質向上・地位向上に大いに貢献している。これに加え、沖縄県薬剤師会の敷地内にミニ

薬草園を開設して沖縄の身近な薬草に関する資料を収集するとともに、沖縄県薬剤師会発行

の会報誌「おきなわ薬剤師会報」に連載し ､会員へ薬草学の知識向上を図った。

平成 23 年に沖縄県薬剤師会理事に就任すると同時に、保健福祉委員会にて主に自殺予防

対策関連を担当し、ゲートキーパー薬剤師養成研修の実施や普及啓発に力を注いだ。他にも、

学術研修委員会委員も歴任し、業務に対する誠実さと責任感の強さは会員からも絶対的な信

頼と評価を得ており、事業の活性化に大いに貢献した。令和３年６月からは、会長を補佐す

る副会長に就任し、会の発展と会員の資質向上に尽力した。

沖縄県においては、薬事審議会や自殺対策連絡協議会の委員に委嘱され、特に、保健福祉

分野における薬剤師会の代表として、沖縄県の施策、運営に貢献している。

一般用医薬品販売店や保険薬局、病院等、多岐の分野に勤務し、医薬品の適正・安全な使

用助言・情報提供を行い、地域住民の健康増進に尽力してきた。さらに現在、管理薬剤師と

して勤務する保険薬局は令和３年に健康サポート薬局に認定され、地域の保健医療、福祉の

向上、医薬品提供体制にも寄与している。

また、平成 19 年に学校薬剤師に委嘱され、専門的な立場から学校保健、学校環境衛生の

改善・指導助言を行い、児童らの健康増進に寄与している。
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令和 7年度受賞者プロフィール

〔沖縄県薬事功労者知事表彰〕〔沖縄県薬事功労者知事表彰〕

幸地　良信 氏
平成元年に幸地薬局を開局して以来、地域住民へ医薬品の供給、健康情報の提供に努めて

いる。

平成７年４月に八重山地区薬剤師会理事に就任し、同年 12 月の沖縄県立八重山病院の院

外処方箋発行にあたっては、八重山地区薬剤師会の運営実行委員の一人として県、市への要

望、医薬品情報の収集、県立病院との折衝、地域住民への啓蒙活動など、八重山地区の医薬

分業開始、その後の推進に大きく貢献した。平成 15 年５月に八重山地区代表の沖縄県薬剤

師会理事に就任し、各種委員会の委員に委嘱されると、各委員会が企画・運営する沖縄県薬

剤師会主催の研修会や講演会、学術大会等が多く開催されているにもかかわらず、八重山地

区や宮古地区の離島の会員の多くが参加できていないことを改めて痛感し、沖縄県薬剤師会

理事会にて特に重要な研修会等を同地区において開催することを提案し、開催を実現させ、

同地区会員への生涯学習の進展に貢献した。沖縄県薬剤師会理事として八重山地区薬剤師会

との架け橋的役割や、八重山地区におけるこれまでの実績により、平成 17 年４月に八重山

地区薬剤師会会長に就任。沖縄県薬剤師会学術大会に代わる「第１回宮古地区・八重山地区

合同学術大会」を石垣市内で開催した。同大会には両地区会員の発表・参加の他、沖縄県薬

剤師会役員も参加、特別講演には日本薬剤師会役員を招聘した。現在も八重山地区代表の沖

縄県薬剤師会理事を務め、組織の運営発展に大きく貢献している。

また、平成 20 年度から長きに亘り石垣島の小・中学校および幼稚園の複数校の学校薬剤

師として保健・環境衛生等の公衆衛生部門でも貢献している。平成 30 年には沖縄県薬剤師

会学校薬剤師部会八重山地区支部長に就任している。
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令和 7年度受賞者プロフィール

〔沖縄県薬事功労者知事表彰〕〔沖縄県薬事功労者知事表彰〕

諸見　牧子 氏
琉球大学医学部附属病院（現：琉球大学病院　以下、同病院。）で初めて処方オーダリン

グシステムを導入する際に、用法マスタの構築、登録等を担当。注射オーダリングシステム

を導入する際には、他病院を視察し参考にしながら、同病院のシステムを構築。注射オーダ

リングシステムでのセット処方を作成し、医師の入力支援を行った。自施設の医薬品安全管

理専門委員会の事務局として、医薬品安全使用の手順書の作成（禁忌薬や医薬品の適応外使

用などの院内の捉え方）に携わり、リスクマネージャーとして医療安全に関連した情報の収

集、周知等を行っている。特別管理産業廃棄物管理責任者も担っている。HIV 分科会世話役

として勉強会の企画・運営を行い、資格取得に必要な年間研修単位の確保に尽力した。HIV

血液曝露後感染予防対策について県内病院等へアンケート調査を実施し、曝露後予防内服薬

の必要性を把握、沖縄県の予防薬整備事業の支援に関与した。同病院内の HIV 診療チームに

参加し、患者への服薬指導、チームへの医薬品に関する情報提供、地域薬局との連携を支援

した。

沖縄県病院薬剤師会においては、理事として事務局会計業務を担っている。薬学生実務実

習委員会の一員として、実習生と施設とのマッチング業務、合同発表会開催の企画・運営に

参画し、実務実習指導薬剤師として同病院の受託実習生の指導を担当した。

また、琉球大学教育学部附属小学校・中学校の学校薬剤師としても活動し、学校環境衛生

の指導助言とともに、公衆衛生的見地から児童らの健康増進に貢献している。
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令和 7年度受賞者プロフィール

〔公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰〕〔公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰〕

村上　市子 氏
平成 15 年 4 月に国頭村立楚洲小学校、安田小学校、安波小学校の学校薬剤師に委嘱され、

以来、複数校の学校薬剤師として、現在も学校長及び養護教諭と連携し、積極的に学校保健・

学校環境衛生等に関する指導助言を行っている。 薬の専門的立場から「薬の正しい使い方」

や「薬物乱用防止に関する講話」等を実施し、学校保健、学校環境衛生の発展に寄与してい

る。学校保健委員会を通して、学校環境衛生（特に日常点検）の重要性を説き、公衆衛生的

見地から指導助言し、学校保健の発展に寄与している。

平成 30 年から現在に至るまで、沖縄県薬剤師会学校薬剤師部会北部支部長に就き、組織

の強化、会員の資質向上を図り、北部地域の遠隔地・へき地の学校保健の発展にも寄与して

いる。

〔学校保健功労者文部科学大臣表彰〕〔学校保健功労者文部科学大臣表彰〕

我喜屋　美香 氏
平成６年４月に中城村立中城小学校、津波小学校の学校薬剤師に委嘱され、以来、複数の

小学校および幼稚園を担当。平成８年４月からは沖縄県立西原高等学校の学校薬剤師にも委

嘱された。学校薬剤師として専門的な立場から学校環境衛生検査を通して学校長及び養護教

諭との連携を密にし、学校環境衛生の改善、健康教育等に関する指導助言、資料提供等を行

い、学校保健活動の向上に貢献した。

また、学校保健委員会を通して学校環境衛生の重要性を説き、特に日常検査が大切である

ことを指導助言し、学校保健の発展に寄与した。
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毎年、厚生労働省より、「薬と健康の週間」

（10月17日～ 23日）の実施要綱が各都道府県

並びに日本薬剤師会をはじめとする関係機関

に通達され、沖縄県並びに本会をはじめとす

る関係機関では、当該期間中に様々なイベン

トを実施している。同週間は、医薬品及び薬

剤師等の役割に関する正しい認識を広く国民

に浸透させることにより、国民の保健衛生の

維持向上に寄与することを目的としている。

10月19日に開催された、くすりと健康フェ

アについて報告する。最初に開会セレモニー

が行われ、主催の沖縄県保健医療介護部 比

嘉奈緒子保健衛生統括監、沖縄県薬剤師会 

前濱朋子会長、浦添市福祉健康部宮城智枝子

部長のあいさつにより開始された。

その後、表彰式が執り行われ、沖縄県薬事功

労者知事表彰の諸見牧子氏、幸地良信氏（代理：

前濱会長）に比嘉保健衛生統括監より表彰状と

記念品が授与され、沖縄県薬剤師会会長表彰 

の髙木英子氏、新嵩由香氏、盛本直也氏に前濱

会長より表彰状と記念品が授与された。

表彰式の終了後には、浦添市立港川中学校吹

奏楽部による開会アトラクションが行われた。

開会アトラクション終了後には、県民公開

講演会が行われ、基調講演を青年薬剤師部会

の石井秀典副部会長が「かかりつけ薬剤師・

かかりつけ薬局とは？」と題して行い、特別

講演は沖縄県医師会常任理事で、那覇西クリ

ニック理事長の玉城研太朗先生に「沖縄県の

皆様に寄り添ったくすりと健康のお話-ワク

ワクの人生をデザインしよう！！ -」と題し

てご講演いただいた。

薬と健康の週間 令和７年度薬と健康の週間
くすりと健康フェア

	 日時：令和７年 10 月 19 日（日）12：30 ～ 16：00

	 会場：浦添市産業振興センター結の街

保健福祉委員会　　　
委員長　松本 圭五

＜プログラム＞	 司会：又　吉　智賀子

○主催者挨拶　　　沖縄県保健医療介護部　保健衛生統括監	 比　嘉　奈緒子

　　　　　　　　　一般社団法人沖縄県薬剤師会	 会　長　　前　濱　朋　子

　　　　　　　　　浦添市福祉健康部	 部　長　　宮　城　智枝子

○表彰式

○開会アトラクション	 浦添市立港川中学校吹奏楽部

○県民公開講演会

　基調講演

　「かかりつけ薬剤師・かかりつけ薬局とは？」

	 講師：沖縄県薬剤師会青年薬剤師部会　副部会長　石　井　秀　典

　特別講演

　「沖縄県の皆様に寄り添ったくすりと健康のお話-ワクワクの人生をデザインしよう！！-」

	 講師：那覇西クリニック理事長　玉　城　研太朗

○健康とおくすり相談会、薬剤師になろう！こども調剤体験、現役の薬剤師による進路

相談ブース、浦添市による健康づくりブース
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開会アトラクション
浦添市立港川中学校吹奏楽部

特別講演
講師

那覇西クリニック
玉城研太朗理事長

講師
青年薬剤師部会

石井秀典副部会長

基調講演

骨密度測定

２ステップテスト こども調剤体験 薬剤師による進路相談

実験コーナー味覚チェック
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10月19日（日）、浦添市産業振興センター

結の街で開催された「くすりと健康フェア」

において、こども調剤体験コーナーを担当さ

せていただきました。

私はくすりと健康フェアへの参加は初めて

でしたが、普段薬を服用している方だけでは

なく、医療機関を受診していない方にも薬剤

師の仕事内容やくすりについて知ってもらえ

る貴重な機会と考え、参加を希望しました。

こども調剤体験コーナーでは、お子様用白

衣を着て薬剤師になりきってもらい、薬と飲

み物との相互作用や、一包化などを実際に目

で見て、触れて、体験してもらいました。薬

と飲み物との相互作用については、インクレ

ミンシロップと緑茶を実際に混合し、色の変

化をお子様自身の目で見て確認してもらいま

した。一包化については、錠剤に見立てた

カラーコーティングチョコレートと模擬処

方箋を用いて薬の鑑査を行い、実際に分包機

を使って体験してもらいました。そして、最

後にはこども薬剤師が患者に扮した両親を相

手に投薬、説明を行い、体験は終了になりま

す。子どもたちは真剣な眼差しで、模擬処方

箋を見ながらカラーコーティングチョコレー

トの色と数に間違いがないか鑑査し、目をキ

ラキラと輝かせながら、普段目にすることの

ない分包機を使って楽しそうに体験していま

した。体験している子どもたちの反応を見て

いると、私たち薬剤師が思っている以上に薬

剤師の仕事やくすりに興味を持ってくれてい

るんだなと感じました。

今回のこども調剤体験のように、薬剤師の

仕事やくすりに興味を持ってもらうことは、

将来的には自分の健康について興味を持つ

きっかけにもなると思います。今回こども調

剤体験コーナーを担当させていただいて、今

後も日頃から、未来ある子どもたちに薬剤師

やくすりに興味をもってもらえるように努め

ていきたいと感じました。

最後に、当日ご一緒頂いた先生方、薬剤師

会のスタッフの皆様、他ご協力いただいた皆

様に感謝申し上げます。

吉原東洋薬局宮城店
佐合 ひかる

薬剤師になろう！こども調剤体験

転載記事

※発行元が記事の利用・編集を許諾しています。

令和７年10月22日（水）掲載
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月　日 行事名 場所 実施団体
10/1～31日 薬と健康の週間ＣＭ放映 琉球放送の番組内 沖縄県薬剤師会

10/17(金) 認可外保育園衛生用品寄贈式 沖縄県こども未来部　部長室 沖縄県医薬品卸業協会

10/18(土)
「薬と健康の週間及び麻薬・覚醒剤乱用防止運

動」街頭キャンペーン
イオン名護店前

北部地区薬剤師会、沖縄県薬物乱

用防止協会北部支部、沖縄県

10/18(土) 「薬と健康の週間」街頭キャンペーン サンエー石垣シティ 八重山地区薬剤師会、沖縄県

10/18(土) 一般用医薬品に関する普及啓発該当イベント てんぶす那覇ポケットパーク（予定） 沖縄県医薬品登録販売者協会

10/19(日)

くすりと健康フェア　県民公開講演会 浦添市産業振興センター結の街 沖縄県薬剤師会、沖縄県

くすりと健康フェア　こども調剤体験 浦添市産業振興センター結の街 沖縄県薬剤師会、沖縄県

くすりと健康フェア　健康とおくすり相談会 浦添市産業振興センター結の街 沖縄県薬剤師会、沖縄県、浦添市

くすりと健康フェア　薬剤師職能紹介・進路相談 浦添市産業振興センター結の街 沖縄県薬剤師会、沖縄県

くすりと健康フェア　パネル展示 浦添市産業振興センター結の街 沖縄県薬剤師会、沖縄県、浦添市

沖縄県薬剤師会会長表彰 浦添市産業振興センター結の街 沖縄県薬剤師会

薬事功労者表彰式・伝達式 浦添市産業振興センター結の街 沖縄県

10/19(日) 「薬と健康の週間」街頭キャンペーン サンエー宮古島シティ 宮古地区薬剤師会、沖縄県

10/20(月) 薬祖祭 波上宮本殿 沖縄県薬業連合会、沖縄県

10/20(月) 登録販売者外部研修会 沖縄県薬剤師会館 沖縄県医薬品登録販売者協会

令和７年度「薬と健康の週間」行事表

令和７年度薬と健康の週間のイベントで開

催された「くすりと健康フェア」において、浦

添市による健康づくりブースを担当しました。

健康づくりブースでは、血圧測定、握力測定、

味覚チェック、ロコモ度（ロコモティブシン

ドローム）を測る２ステップテスト（２歩幅

を身長で割った数値を評価するもの）、そして

保健師・管理栄養士による健康相談を実施し

ました。また、普及啓発として高血圧に関す

るパネルも展示しました。当日は、来場者に

対して各種測定を行い、最後の相談コーナー

で、結果の説明や生活習慣に関する相談を受

けるという流れでした。

２ステップテストや握力測定では、体力測

定のようにご自身の限界を試そうとする方が

多く、会場は笑顔と笑い声で盛り上がりまし

た。また、こども調剤体験を終えた親子連れ

の方も多く立ち寄ってくださり、本来は子ど

も向けの測定ではないのですが、お友達やきょ

うだい同士で記録を競い合うなど、楽しく健

康に触れていただけたように感じました。

健康相談では、「普段食事に気を付けてい

るけれど体重がなかなか減らない。自分のや

り方が正しいのか知りたい。」という健康意

識の高い方からの相談もありました。その方

には、野菜の摂取量が十分でないことや活動

量の少なさをお伝えし、改善のポイントを一

緒に考えました。「やっぱり専門の方に聞く

のは大事ですね。背中を押された気がして頑

張ります。」と前向きな言葉をいただき、正

しい知識の普及と日常生活への実践支援の大

切さを改めて実感しました。

今回のフェアを通じて、地域の方々が測定

や相談を通してご自身の体調と向き合う姿が

印象的でした。このような機会が、健康づく

りを楽しみながら続けるきっかけとなり、今

後の地域全体の健康意識の向上につながれば

嬉しく思います。

（報告：浦添市健康づくり課　金城 明日見）

健康とおくすり相談会
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薬　祖　祭

「薬と健康の週間」行事は、毎年、波上宮

本殿で、朝10時からの『薬祖祭』を皮切りに

行われる。宮司の祝詞の中に、薬祖神である

少彦名命（スクナヒコナノミコト）に薬の取

り扱いに間違いがないよう病める人の苦しみ

の癒えんことを奏上して、沖縄県薬業連合会

（沖縄県薬剤師会、沖縄県卸業協会、沖縄県

登録販売者協会、沖縄県医薬品配置協議会）、

沖縄県、那覇市に言上されている。

当会の第六・八・十一代会長であった故仲

松弥元氏は、昭和37年に製薬会社が軒を並べ

る大阪市道修町の少彦名神社より御分霊「神

農（中国医薬の守護神）」を勧請して、那覇

市波上宮に依頼して奉祀された。祭神は日本

の医薬の神として敬われてきた少彦名命と大

国主命（オオクニヌシノミコト）。祭日は土

地ごとに違っていたが、近年、10月17日に統

一され、薬剤師会や薬業界が祭主となって催

している。

今年の薬祖祭は、10月20日午前10時から波

上宮本殿にて、沖縄県薬業連合会と沖縄県で

厳修された。　　　（文：事務局 大城 喜仁）

薬と健康の週間

　参拝者には、病除祈願の張り子の虎を笹に結びつけたお守
りが配られる。この風習は、日本で初めてコレラが大流行し
た年に道修町の医薬商が相議り、疫病除卸薬「虎頭殺鬼雄黄
圓（虎の頭骨を配合した丸薬）」を作り、神前で祈祷して庶
民に無料で施し、虎と竹を組み合わせたお守りと共に配った。
当時、コレラを「虎列刺」と書き、その猛威と怖さを誇示し
ていたので、薬に“虎を殺す鬼”と名づけられた。
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「薬と健康の週間」は、医薬品および薬剤師等の役割について正しい認識を広く国民に浸透させ、

国民の保健衛生の維持・向上に寄与することを目的として実施されています。

本会では、本年度もテレビコマーシャル（TV CM）や新聞広告の掲載など、各種広報活動を行

いました。テレビコマーシャルについては、平成25年に本会と琉球放送（RBC）が企画・製作し

た「薬局・薬店における対面販売強化」をテーマとした県民向け広報CMを、本会ホームページに

掲載し、放送期間以外においても県民の皆様にご覧いただいております。

このほか、沖縄タイムス紙および琉球新報紙への広告掲載をはじめ、知念大輔理事と喜屋武芳

美理事が論壇コーナーへの寄稿、さらにラジオ番組への出演を通じて、各理事、保健福祉委員に

よる「くすりと健康フェア」のPR活動を実施しました。

会員薬局の皆様には、ポスターの掲示や啓発チラシの配布など、広報活動にご協力を賜り、心

より感謝申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文：事務局 川平真央）

薬と健康の週間
広報活動

テレビＣＭ放送

広報放送テレビ局：琉球放送（ＲＢＣ ３チャンネル）

放　送　期　間：令和７年 10 月１日（水）～ 10 月 31 日（金）

	 ＊土日を除く平日の月曜日～金曜日

放　送　時　間：「Ｎスタ」番組内（午後４時 50 分～午後５時 50 分）

キ ャ プ シ ョ ン：10 月１日～ 23 日

	 「10 月 17 日～ 23 日は薬と健康の週間です。

	 お薬についてのお問い合わせはお近くの薬局・薬剤師へ」

	 10 月 24 日以降

	 「薬剤師が、県民の皆様の健康をサポートします。

	 お薬については、お近くの薬局・薬剤師へお問い合わせ下さい。

	 『決めよう！探そう！かかりつけ薬剤師を』 ～もっと身近に、ずっとそばに～」

FM沖縄「FINE!」にて広報
古謝副会長・松本圭五保健福祉委員会委員長

FM沖縄「人間大好きリレージョッキー」
喜屋武理事・村田理事が広報

琉球新報社と沖縄タイムス社へ広報
米村氏（沖縄県薬務生活衛生課）・阿部専務理事
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薬と健康の週間 琉球新報　令和７年10月16日（木）掲載 転載記事
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薬と健康の週間 沖縄タイムス　令和７年10月17日（金）掲載 転載記事
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告知チラシ
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－ 34 －

日本薬剤師会ウェブサイトの「メディア掲載情報」コーナーには、

この他にも啓発記事が掲載されていますので、ぜひご覧ください。

毎日新聞 令和7年10月6日（月）掲載 毎日新聞 令和7年10月13日(月･祝)掲載

※発行元が記事の利用・編集を許諾しています。

薬と健康の週間
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転載記事

※発行元が記事の利用・編集を許諾しています。

毎日新聞 令和7年10月27日（月）掲載 毎日新聞 令和7年11月3日（月･祝）掲載
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11月16日（日）、昨年に引き続き、現地参

加を主としたハイブリッド開催により「薬剤

師の人間力を磨く」をテーマに第38回沖縄県

薬剤師会学術大会が開催された。大会の参加

者は130名（現地:100名、WEB:30名）であっ

た。安次富大大会実行委員の司会進行のもと、

中村克徳大会副会長の開会の辞で開幕した。

続いて前濱朋子大会長から「2025年の団塊世

代後期高齢者化を控え、薬剤師には保険調剤

に留まらず、在宅医療や健康支援、地域連携

への積極的な参画と、それを支える高い人間

力が強く求められていることを踏まえ、大会

テーマを「薬剤師の人間力を磨く」とした。」

と挨拶があった。

会員発表の部では、喜屋武芳美先生（第38

回沖縄県薬剤師会学術大会 委員）、平塚真弘

先生（社会医療法人友愛会 友愛医療センター

薬剤科）、三浦健太郎先生（第38回沖縄県薬

剤師会学術大会 実行委員）、新井亮輔先生（第

38回沖縄県薬剤師会学術大会 実行委員）の

４氏が座長を務め、保険薬局・その他部門関

連から９演題、病院・診療所部門関連から８

演題の合計17演題の発表が行われた。

ランチョンセミナーでは東和薬品株式会社

様に共催いただき、中村克徳副大会長を座長

に、琉球大学大学院医学研究科　内分泌代謝・

血液・膠原病内科講座（第二内科）教授の益

崎裕章先生に「２型糖尿病治療薬の最新動向」

と題してご講演いただいた。

特別講演では前濱朋子大会長を座長に、琉球

大学病院病院長であり琉球大学理事・副学長の

鈴木幹夫先生を講師に迎え「西普天間発・未来

医療への航路」と題してご講演いただいた。

また、５社の協賛企業の広告放映と９社の

機器展示が行われた。最後に、大会実行委員

長（筆者）が閉会の辞を述べ、盛会のうちに

幕を閉じた。

コロナ禍を境に現地開催に加え、WEBも併

用したハイブリッド開催が定着しているが、

今後も離島・遠隔地の会員の皆様にご参加い

ただけるインフラとして残していきたいと考

える。

会員の学びへの真摯な姿勢と、議論の熱量

に心より敬意を表する。

来年は沖縄県薬剤師会創立100周年という

歴史的な年である。薬剤師として次代につな

ぐ希望に満ちた学術大会が開催できるよう、

皆様の絶大なるご協力をお願いしたい。

最後に、座長や演者の先生方、協賛いただ

いた企業と沖縄県薬剤師会事務局ならびに大

会運営スタッフの皆様に、心より感謝申し上

げたい。

第38回沖縄県薬剤師会学術大会開催
	 日時：令和７年 11 月 16 日（日）10:20 ～ 17:10

	 会場：沖縄県薬剤師会館ホール・WEB 配信

沖縄学術大会

大会実行委員会 　　
委員長　中尾 滋久

講演要旨（表紙）
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１　妊娠に対する漢方薬の効用について
みなと薬品　漢方みず堂	 ○盛　本　直　也

司会

第38回沖縄県薬剤師会学術大会

実行委員　安次富 大開会の辞

第38回沖縄県薬剤師会学術大会

副大会長　中村 克徳

会長挨拶

第38回沖縄県薬剤師会学術大会

大会長　前濱 朋子

座長　第38回沖縄県薬剤師会学術大会

委員　喜屋武 芳美

一般演題 午前の部（前半）10:30 ～ 11:10

10:20　開会

第38回沖縄県薬剤師会学術大会プログラム
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２　もう待てない！真の医薬分業に必要な手段とは？〜服薬情報提供から推測〜
株式会社たいよう薬局	 ○宮　本　桂　子

３　実務実習で「っしゃー！」～実務実習で経験できた対人業務～
こくら虹薬局	 ○比　嘉　　　仁　　玉　城　祐太朗

４　担当校で実施した保健指導について
学校薬剤師	 ○久手堅　奈　央　　新　垣　紀　子

５　当地域の骨粗鬆症リエゾンサービスにおける評価と課題
社会医療法人仁愛会 浦添総合病院 薬剤部

	 ◯石　垣　　　萌　　知　念　里　佳

	 　東　　　千　夏　　浜　元　善　仁

６　骨折リエゾンサービスチーム介入後の骨粗鬆症治療薬選択と
テリパラチド継続率　～検査実施状況の調査と治療効果の推察～

中頭病院 薬剤部	 〇仲　嶺　真　由　　宮　平　邦　子

	 　玉　城　哲　子　　知　念　沙　綾

一般演題 午前の部（後半）11:20 ～ 12:00

座長　社会医療法人友愛会

　　友愛医療センター

 平塚 真弘
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７　那覇市立病院におけるクラゾセンタンの使用成績と
体液貯留に関する副作用について

那覇市立病院 医療技術部薬剤科

	 〇眞栄城　安　貴　　呉　本　裕　介

	 　仲　村　哲　也　　永　井　賢　作

８　簡易懸濁不可薬剤で情報提供した１例
中部徳洲会病院	 〇渡　邊　理　生　　阿　部　多嘉浩

	 　坂　口　結　斗　　平　識　善　彦

ランチョンセミナー　11:20 ～ 12:00 【共催：東和薬品株式会社】

座長　第38回沖縄県薬剤師会学術大会 副大会長　中村 克徳

＜講師略歴＞
　京都市出身。1989年に京都大学医学部を卒業後、京都大学大
学院医学研究科博士課程を修了し、医学博士を取得。
　京都大学医学部第二内科助手を経て、ハーバード大学医学部
にて招聘博士研究員および客員助教授を歴任。
　2009年より琉球大学大学院医学研究科に着任し、同講座教授
として教育・研究・臨床に従事。
　日本内分泌学会の筆頭理事を務め、内分泌代謝学分野で最も
歴史ある英文誌の一つ「Endocrine Journal」の編集長や日本肥満
学会の副理事長・常務理事などを務め、多くの学会で中核的役
割を担う。
　これまでに内分泌代謝学分野を中心とした多数の国際論文の
発表し、日本肥満学会学会賞、上原記念生命科学財団研究助成賞、
全国日本学士会アカデミア賞など、国内外で高い評価を受けた
研究実績を持つ。

「２型糖尿病治療薬の最新動向」
講師：琉球大学 大学院医学研究科 内分泌代謝・血液・膠原病内科学講座 (第二内科)

教授　益崎 裕章
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９　粉砕投与における医療的ケア児への薬学的介入事例
すこやか薬局 具志川店　在宅部門

	 〇太　　　梨　穂

10　禁煙サポート事業を実施した薬剤師に行ったアンケート結果について
沖縄県薬剤師会 保健福祉委員会	○森　田　愛　基

11　沖縄県での「子ども向け調剤体験」実施についての一考察
沖縄県薬剤師会 保健福祉委員会	○草　壁　瑞　恵

12　『ない』からこそ生まれたやんばる地域フォーミュラリ
一般社団法人北部地区薬剤師会	 ○浅　沼　健　一

13　SGLT2阻害薬服用患者における飲水量調査
ドラッグイレブン薬局佐敷店	 ○池　内　晶　哉

一般演題 午後の部（前半）14:00 ～ 14:50

座長　第38回沖縄県薬剤師会学術大会

実行委員　三浦 健太郎



－ 41 －

おきなわ薬剤師会報　令和 8 年 1 ･ 2 月号

14　SCUにおける薬剤師の関わりとアムロジピンによる
横紋筋融解症が疑われた1症例

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター

1)薬局	 〇松　本　慧　大1) 屋比久　篤　志1)

2)脳神経内科	 　屋比久　佳　奈1) 比　嘉　綾　子1)

	 　仲　地　　　耕2)

3)脳卒中リハビリテーション看護認定看護師

	 　知　念　　　聡3) 照　屋　政　美3)

4)琉球大学病院 第三内科 脳神経内科

	 　照　屋　翔二郎4) 津　波　美奈子1)

15　トルコ・シリア大地震における薬剤師の災害医療支援活動の報告
医療法人 徳州会 中部徳洲会病院　薬剤部／ＮＰＯ法人ＴＭＡＴ

	 ○坂　口　結　斗

16　回復期/慢性期病院における薬剤業務向上加算の取り組みとその効果
1)医療法人おもと会 大浜第二病院

2)医療法人おもと会 大浜第一病院

3)琉球大学病院	 ○姫　野　さやか1 大　城　かおり1

	 　池　宮　あや子1 伊　佐　沢　恵1

	 　姫　野　耕　一2 池　村　憲　明3

	 　有　本　諭　司3 古波蔵　直　子3

	 　上　里　祐　哉3 石　井　岳　夫3

	 　諸　見　牧　子3 中　村　克　徳3

一般演題 午後の部（後半）15:10 ～ 15:50

座長　第38回沖縄県薬剤師会学術大会

実行委員　新井 亮輔
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17　ハンセン病療養所のセンター薬剤業務における処方支援内容の分析
1）国立療養所沖縄愛楽園薬剤科	○立　石　千　咲1） 矢　口　武　廣1）

2）国立病院機構鹿児島医療センター薬剤部

	 　加　茂　章　弘2） 片　山　陽　介1）

3）国立療養所星塚敬愛園薬剤科	　山　下　克　也3）

17:10　閉会

閉会の辞

第38回沖縄県薬剤師会学術大会

大会実行委員長　中尾 滋久

＜講師略歴＞
　1986年に滋賀医科大学医学部医学科を卒業後、同大学附属病
院耳鼻咽喉科にて研修医として勤務。滋賀医科大学大学院医学
研究科に進学し、助手、講師として教育・研究・診療に従事。
　1995年にアメリカ・テネシー州立大学医学部に留学し、免疫
アレルギー科にてリサーチフェローとして研究活動を行う。
　帰国後、福岡記念病院耳鼻咽喉科部長を経て、2006年に琉球
大学医学部教授に就任。2010年より琉球大学大学院医学研究科 
耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座 教授を務める。
　琉球大学病院副院長として診療、病院経営、医療安全などを
幅広く担当し、2025年、同病院病院長、琉球大学理事、副学長
に就任。
　耳鼻咽喉科専門医・指導医、頭頸がん専門医・指導医、日本
気管食道科学会専門医、がん治療認定医など、耳鼻咽喉科・頭
頸部領域における多数の専門資格を取得。
　日本気管食道科学会および日本頭頸部外科学会副理事長をは
じめ、国内外関連学会における中核的役割を担う。

特別講演　16:00 ～ 17:10

「西普天間発・未来医療への航路」
講師：琉球大学病院 病院長　琉球大学理事・副学長

教授　鈴木 幹男

座長　第38回沖縄県薬剤師会学術大会 大会長　前濱 朋子
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今年度は17演題の発表を行いました。

保険薬局・その他部門の奨励賞は、比嘉仁

先生の「実務実習で『っしゃー！』～実務実

習で経験できた対人業務～」を選定しました。

選考理由は、患者の訴えを基に問題点を薬学

的観点から考慮し、実習生と共に主治医宛に

情報提供書等の作成に関わり、処方変更の提

案に至った経緯が薬剤師の職能向上に資する

ものと評価しました。

薬局には、地域に根差した県民の相談窓口

としての機能が求められていることや、専門

性を活かして多職種と連携し、患者へ有益な

医療・情報を提供することが期待されていま

す。このような取り組みはどこの薬局でも必

要であり、比嘉先生の事例はそのための貴重

な情報を提供してくださいました。患者に

とっての問題を把握、検証し、それを的確な

解決へとつなげることで地域に必要とされる

薬局・薬剤師となる道標となる発表でした。

また、薬学実習生の学びを深めること、薬

剤師の資質を育むことになった点も大変興味

深く、今後の実習生の指導にも気づきを示し

てくれました。

病院・診療所部門の奨励賞は、姫野さやか

先生の「回復期/慢性期病院における薬剤業

務向上加算の取り組みとその効果」を選定し

ました。選定理由は、薬学部のない沖縄県に

おいて、急性期病院から回復期病院へ薬剤師

を派遣することによって、薬剤師の地位向上

や職能拡大に寄与する新規性の高い内容で

あった点です。「今後、他施設で取り組む際

に参考になると考えられる。」と審査会の意

見が纏まりました。

「病院薬剤師の派遣」というこの事例が、

今後さらに予想される薬剤師のマンパワー不

足の解消へ広がることを期待しています。

最後に、発表者の皆様と、研究に携わった

各施設の皆様におかれましては、日々の業務

で感じる疑問や取り組みを共有していただ

き、心より感謝申し上げます。審査員一同、

どの発表も素晴らしく、業務において大いに

参考になる内容だと評価いたしました。

全体的に、年々会を重ねていきながら、発

表方法については規定に沿った発表の展開が

見受けられました。本学術大会の目的の一つ、

「規定を学び、他の学会への参加の足掛かり

としてご活用いただける場」の主旨が馴染ん

できたとも考えられます。

今後も発表の内容や方法についてご不明な

点がございましたら、ぜひ薬剤師会にご相談

ください。

今年度も多くのご応募をいただき、誠にあ

りがとうございました。来年度はさらに多く

の薬剤師の皆様にご参加いただけるよう、引

き続き取り組んでまいります。

会員発表審査報告沖縄学術大会

大会実行委員会 　　　
副委員長　名嘉 紀勝

＜病院・診療所部門＞
左から阿部義則専務理事（オブザーバー）、山内祐子氏、

入月健氏、徳嶺恵子氏

＜保険薬局・その他部門＞
左から、名嘉紀勝理事（オブザーバー）、喜友名朝史常務

理事、鈴鹿玲子理事、知念大輔理事
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第38回沖縄県薬剤師会学術大会の終了後、

会場を研修室へ移し、懇親会が開催された。

司会は喜屋武芳美理事が務め、前濱朋子会長

の開会の挨拶に続き、来賓の比嘉奈緒子沖縄

県保健医療介護部 保健衛生統括監からご挨

拶を頂戴した。

次に、演題発表者への認定証授与と奨励賞

の表彰式が執り行われた。

演題発表認定証授与式では、中尾滋久委員

長から発表者17名へ認定証が授与された。続

いて奨励賞表彰が行われ、審査講評と各部門

の受賞者が発表された。

保険薬局・その他部門では、「実務実習で『っ

しゃー！』～実務実習で経験できた対人業務

～」を発表した、こくら虹薬局の比嘉仁氏が

受賞した。

病院・診療所部門では、「回復期/慢性期病

院における薬剤業務向上加算の取り組みとそ

の効果」を発表した、医療法人おもと会 大

浜第二病院の姫野さやか氏が受賞し、前濱会

長から表彰状と副賞が授与され、会場から盛

大な拍手が送られた。

中村克徳副会長の乾杯の音頭で歓談に移

り、和やかな雰囲気の中、参加者同士で交流

を深める光景が見られた。

学術大会に続き、懇親会にも多くの方にご参

加いただき盛会のうちに幕を閉じた。	

（文：事務局 川平 真央）

第38回沖縄県薬剤師会学術大会懇親会
	 日時：令和７年 11 月 16 日（日）17：30 ～ 18：30

	 会場：沖縄県薬剤会館研修室

沖縄学術大会

発表者17名の皆様

奨励賞受賞者

≪保険薬局・その他部門≫
比嘉 仁氏

≪病院・診療所部門≫
姫野 さやか氏

司会
喜屋武芳美

理事

来賓挨拶
比嘉奈緒子

沖縄県保健医療介護部
保健衛生統括監

特別講演講師
鈴木幹男

琉球大学病院長
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＜発表要旨＞
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＜発表要旨＞
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10月19日に令和７年度沖縄県総合防災訓練

が行われ、災害薬事コーディネーターとして

参加しましたので報告いたします。

私は東風平運動公園で開催された訓練に参

加しました。沖縄県で震度６の地震が起こっ

たという想定で、体育館を県庁災害対策本部

に見立て一連の活動を行いました。発災後す

ぐの想定で、沖縄県保健医療福祉調整本部内

に災害薬事本部を立ち上げるところからス

タートしました。主な活動内容は薬局、卸の

被災状況の収集や関係各所への情報収集・提

供といった内容でした。また、今回の医薬品

供給についての訓練では、EMISからの情報で、

災害医療コーディネーターから久米島の医療

機関への医薬品の手配の依頼が入り、各配送

手段を検討した結果、ドローンを用いて医薬

品を輸送するといったシナリオでした。

訓練は、災害発生後、沖縄県災害対策本部

が立ち上げられ、県からの要請により災害薬

事コーディネーターとして招集されるところ

から始まりました。

HeLP-SCREAM（Hello：挨拶、Location：活

動場所の確保、Part and Plan:役割分担、方

針計画、Safety：安全確認、Communication：

通信手段、Record and Report：記録、上位

本部への報告、Equipment：道具（資機材、

医薬品）の確保、Assessment：評価、Map、

Move and METHANE※：地図、行動、情報）に

沿って関係団体への挨拶、役割を決定しまし

た。リーダー、連絡担当、クロノロ（筆記、

電子）に役割分担し、活動目標をたて、他関

係団体と連絡を取り合い、シナリオを進めて

いきました。残念ながら天候の影響でドロー

ンは飛びませんでしたが、一通りシナリオに

沿った訓練を終えることができました。

所感として、入ってくる情報とその整理、

発信する情報の内容精査・確認、連絡すべき

対策班、組織の判断についての難しさがあり

ました。また、事前準備の不足として災害時

に備えたスターリンク携帯の契約といった通

信機器の買い替えが望まれます。他に日頃か

ら市町村のハザードマップや防災マップへ目

を通し、ある程度把握しておくことや、薬機

関連法規やドローンによる医薬品配送に関す

るガイドラインについての知識をつけておく

こと、災害時、流通上厳格な管理が必要な医

薬品については緊急性の有無によって輸送す

るかどうか判断するなど、今後の課題も多く

ありました。

今回の訓練を受けて、今後起こりうる災害

について継続的に研修を行い、実際に災害が

発生した際に速やかに行動できる体制構築の

重要性を感じました。

令和７年度沖縄県総合防災訓練
	 期　日：令和７年 10 月 19 日 ( 日 )

	 会　場：東風平運動公園体育館

	 参加者：鈴鹿 玲子、山内 一姫、西坂 順、新垣 慎太郎

(株)ダイコー沖縄
春田 崇彰

災害対策
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薬剤師会として、真地小学校で行われた地域

住民の避難を想定した防災訓練に参加した。

近隣の真地団地の住民の方々や、盲学校の

方々等が雨の中、徒歩で避難してきた。今回

はまず保健師を中心とする運営の医療ブース

で、避難してきた住民へのバイタルチェック、

必要時には医療相談などが行われる待合室で

適宜、災害時におけるお薬手帳や薬剤情報提

供書（薬情）などの必要性の啓蒙活動も並行

して実施した。防災バッグや財布などに、常

用薬の服薬内容、アレルギー、副作用などの

情報を保管し、防災バッグには数日分の常用

薬も保管しておき、被災時は避難時常用薬な

ども携帯する必要性なども啓蒙。災害時に薬

をもらう際は、上記情報が必要になり、お薬

手帳などがあるほうが、スムーズに薬をもら

えることが多いと説明した。

また住民からの薬に関する相談にも対応

し、防災バッグへの常用薬の保管の期限など

を相談された際は、受診時に薬をもらった時

に情報や薬を更新していくと期限も入れ替わ

ると提案した。

我々薬剤師はそのほかに、残薬相談、薬剤

師的な医療相談などにも対応した。また保健

師やJMATと連携し、模擬患者の症例でのケー

ススタディなどにも参加した。必要時は災害

処方箋で薬を用意する流れも確認した。

近くのブースでは歯科医師会による歯科相

談、災害時の口腔ケアなどの啓蒙活動も行わ

れていた。医療スタッフ間では、保健師を中

心に、必要時ＪＭＡＴの医師に相談のうえ指

示を仰ぎ、模擬患者の症例に対し、対応の練

習、県庁上層部へ状況報告、相談、確認など

の対応方法の検討も行った。

反省点は、薬剤師の参加人数をもう少し増

やせると、住民への啓蒙活動もより幅広く行

えたかもしれない。模擬患者での症例検討が、

途中から徐々に看護師への申し送りになって

しまった。多職種が訓練に参加する貴重な機

会を活かし、実際の災害時を想定した多職種

の連携をより強くできると良いのではと感じ

た。

感想として、JMATの医師に「実際の災害現

場に行ったら、薬に関してはまず、薬剤師さ

んを探して連携しないと、何もできないと

思った」と言っていただけたのがありがた

かった。

平素から、多職種で横のつながり、顔の見

える関係であることで、災害時の安心感、連

携強化にもつながると思われた。

＜医療ブース以外で行われていたこと＞
・災害時のトイレの見本の設置。

・トランシーバーを使用した本部と各部署と

の連携。

・避難してきた住民が、体育館内のプライバ

シー保持のための簡易テント（ばね式の骨

組みで天井のない立方体のもの）や、ベン

チなどをスタッフの指導のもと、一緒に実

際に組み立てて用意していた。

・動物と一緒に避難してきた人に対応のため、

獣医師のチームも避難所内にスペースを

作っていた。

令和７年度那覇市総合防災訓練
	 期　　日：令和７年 10 月 19 日 ( 日 )

	 会　　場：那覇市立真地小学校

	 参 加 者：知念 大輔、西澤 香織

	 参加団体：総務省の通信チーム、気象庁、JMAT、保健師、自衛隊、消防、歯科医師会、

	 　　　　　VMAT、近隣の真地団地の住民の方 、々沖縄盲学校

ハープ薬局 やえせ店
西澤 香織

災害対策
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本コーナーでは、医療保険委員会に寄せられた会員からのご質問や、保険請求に関するお知ら

せをシリーズで掲載します。

今回は、会員薬局から寄せられた算定に関する質問をご紹介します。

質問
一包化の処方箋を受け付けた際に、他薬局で調剤されたお薬も一緒に一包化しました。

外来服薬支援料１と２の同時算定は可能でしょうか？

答え	 算定不可

質問
一包化して投薬した後日、１種類を抜いて欲しいと来局されました。

残りを再度一包化した場合は、加算は取れますか？

答え	 算定不可

医療保険
　　　調剤報酬請求業務Q＆A

調剤報酬請求業務についてのご質問等は、下記の本会ホームページからお問い合わせください。

掲載先

沖縄県薬剤師会ＨＰ＞会員ページ＞ログイン＞会員トップページ＞関連リンク集＞

調剤報酬請求業務Ｑ＆Ａ＞問い合わせフォーム
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私が初めて慢性腎臓病（以下、CKD）の患

者さんの処方を受けたのが15 ～ 16年前、２

年前には透析患者さんの在宅医療を担当し

た。薬剤師として、検査データからどのよう

に服薬指導をすべきか、考えさせられる事が

多くあった。

CKDの患者さんからは毎回蛋白尿と血圧の

確認、透析患者さんでは、クレアチニンやカ

リウム値の確認を行いながら薬の説明をどの

ように行うべきかを常に考えており、今回の

講演で少し指標を得たように思う。

＜CKD2000万人時代～CKD患者の治療目標＞
成人の５人に１人が慢性腎臓病と言われて

いる現在。CKD重症度が高いほど腎イベント

や心血管イベントのリスクが高い。慢性腎臓

病の治療目標は、①末期腎不全への進展阻止、

②心血管疾患の発症予防、③死亡リスクの軽

減の３つを見据えること。

＜慢性腎臓病関連の検査結果の説明について＞
近年、広域病院の処方箋の裏には、当該患

者の検査値が記載されているケースが増えてい

る。その検査値を確認しながら、未記載の検査

値を患者さんに問いかけると検査データを見せて

もらえる場面がある。その際に、糖尿病・高血

圧患者の検査データをどのように読み取れば良

いのか講義いただいた。

検尿から見る末期腎不全の発症率の図解

は、患者さんへの説明に有効だと思った。タ

ンパク尿(アルブミン尿)、eGFRの確認から末

期腎不全(透析が必要か)、心血管病(脳卒中・

心筋梗塞)の発症リスクの見える化ツールの

活用が患者さんの治療意欲を引き出すことが

できるのではないかと考える。

＜腎障害進展抑制が期待できる新規薬剤の特徴＞
CKD進展抑制を目指して患者さん個々に合

わせた薬剤の選択が必要であることを学ん

だ。加齢・高血圧・糖尿病、高尿酸血症等か

ら糸球体障害・尿細管障害から進行性腎障害

が起こる。透析導入に至る男女比の話から、

高齢男性で糖尿病性腎症や腎硬化症から透析

導入に至る患者が増加している。

代謝異常症を伴う肥満はCKD発症リスクが

高いことや、CKD患者さんへの薬剤選択にお

いて最近の動向を知ることができた。

・MR拮抗薬
「塩と肥満」という言葉が印象的で、アルド

ステロン非依存性に塩と肥満が関連している。

・SGLT2阻害薬
さまぎまな病態で腎アウトカム改善効果が

示されている。

・GLP-1アゴニスト
肥満改善効果が期待できる。

糖尿病の治療において肥満を改善すること

は、心血管イベント抑制・腎イベント抑制に

もなり得る。

その他、GLP-1の多彩な生理作用における数々

の臨床データについても講義いただいた。

・ARNI
慢性腎臓病合併高血圧症での厳格な降圧効

果が期待できる。

限られた講義時間の中ではあったが、このよ

うに種々の薬剤の特徴を学ぶことができた。

最後に医師と薬剤師間での情報共有をベー

令和７年度第２回沖縄県薬剤師研修協議会主催講演会
「慢性腎臓病診療における薬剤師への期待」

	 日時 :令和７年 11 月 27 日 ( 木 )19:30 ～ 21:00

	 講師 :古波蔵健太郎氏

	 　　　琉球大学病院 血液浄化療法部 診療教授・部長

学術研修
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スとした地域レベルでの取り組みについても

お話しいただき、那覇市CKD安心カードの説

明があった。

私が勤務する薬局では、出来るだけ検査値

を確認させてもらっているが、CKDについて

の詳しい話はまだできていないのが現状だ。

ポリファーマシーの実践を行い、腎機能保護、

透析導入、心不全のリスク回避ができたらと

思い、本講演会の１週間後に開催された心不

全緩和ケア研究会の講演にも参加した。緩和

ケアと聞くとがん疾患の場合をすぐに考える

が、心不全患者さんは再発を繰り返しながら

症状悪化にて死にいたる病気で、そこにも緩

和ケアがあることを知った。

私たち薬剤師がしっかり検査値を確認しな

がら、患者さんへ服薬支援を行い、末期腎不

全や心不全等の予防に寄与できたらと思う。

多くの情報を教えていただいた古波蔵先生

に感謝して、本報告を終える。

（報告：ほたる薬局　日高 久美子）

講師
古波蔵健太郎氏

地区・部会からの原稿をお寄せ下さい！
　ぜひ “ おきなわ薬剤師会報 ” へ地区薬剤師会、部会の活動・状況報告等を投稿
して下さい。活動報告以外の情報も歓迎します！
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＜報告１＞
令和７年12月21日（日）に令和７年度第２

回学校薬剤師部会研修会が開催され、現地で

は約20名、WEBでは約50名のご参加をいただ

きました。前半は伝達講習、後半は学校薬剤

師の平良伃己子氏による講話で進められまし

た。

一つ目の伝達講習は、群馬県で２日間にわ

たり開催された「令和７年度学校環境衛生・

薬事衛生研究協議会」を浦添支部長の池田武

俊氏により行われました。

本会は、学校保健関係者の連携のもと、学

校環境衛生活動および薬事衛生活動の一層の

充実を図るとともに、薬物乱用防止教育や医

薬品教育を含む保健教育の推進を目的として

おり、本協議会において得られた知見や成果

を全国各地に展開し、学校保健の質的向上を

図ることを趣旨として開催されました。東京

大学大学院、岸哲史氏による特別講演は、発

達期における睡眠の意義と教育的支援―「子

ども睡眠検診」の科学的基盤と実践的展望―

と題して、子どもの睡眠が心身の健康の保持・

増進に果たす役割について、国内外のエビデ

ンスや先行研究を基に解説されました。特に

発達期における睡眠の質の低下は、肥満、精

神疾患、生活習慣病、心疾患、脳血管疾患等

の将来的リスクと関連することが示されまし

た。例えば、脳への影響として、睡眠時間が

短い子どもは「記憶の座」である海馬が小さ

いことや、遅寝遅起きの子どもは、思考や感

情、認知機能に関わる脳領域が小さいなど。

また、「子ども睡眠検診」プロジェクトの背

景、現状および今後の展望についての説明が

あり、睡眠と学習・行動との関連、科学に基

づく評価方法の重要性を強調され、さらに学

校・家庭・地域が連携して睡眠教育に取り組

む必要性について具体的な提言がなされまし

た。

４つの議題に関する取り組みの発表があ

り、その中の学校環境衛生活動については、

検査の実施にとどまらず、結果の活用・情報

令和７年度第２回学校薬剤師部会研修会
	 日時：令和７年 12 月 21 日（日）13：00 ～ 14：30

	 会場：沖縄県薬剤師会館 研修室

学薬部会

つる薬局 　
新垣 紀子

＜次第＞		  司会　学校薬剤師部会 北部支部長　　村　上　市　子

１．会長挨拶		  沖縄県薬剤師会 会長　　前　濱　朋　子

２．部会長挨拶		  学校薬剤師部会 部会長　　新　垣　紀　子

３．研修会

　「令和７年度学校環境衛生・薬事衛生研究協議会伝達講習」

		  学校薬剤師部会 浦添市部長　　池　田　武　俊

　「令和７年度全国学校薬剤師学術フォーラム伝達講習」

		  学校薬剤師部会 部会長　　新　垣　紀　子

　「色と言葉でつなぐ心のサイン

　　～子どもたちのコミュニケーションを豊かにする学校薬剤師の役割～」

		  学校薬剤師　　平　良　伃己子

４．事務連絡		  学校薬剤師部会 副部会長　　知　名　博　樹
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共有・継続的改善が重要と話をされており、

様々な場で生徒へのアンケートによる意識調

査を実施することで感染対策につながった事

例や、数年にわたり教室の照度やまぶしさの

改善を要望し続けたことによって照明環境が

改善した事例などの報告がありました。また、

医薬品に関する教育については、近年、若年

層における医薬品の不適切使用やオーバー

ドーズが社会問題化しており、その背景には

精神的な「生きづらさ」や誤った情報への接

触があると示しており、特に一般用医薬品は

入手が容易である一方で、誤使用による健康

被害や依存のリスクが高い点が課題として挙

げられました。

今回の協議会の伝達をしていただいた池田

氏は、「本協議会で得られた学びを、今後の

学校薬剤師としての活動に活かし、関係者と

の連携をより一層深めながら、学校環境衛生

および薬事衛生活動の充実に努めていきた

い。」と感想を述べていました。

二つ目の伝達講習は、WEB開催された「令

和７年度全国学校薬剤師学術フォーラム」に

ついて、私、新垣紀子がお話させていただき

ました。本フォーラムのねらいには「学校環

境衛生活動の目的と意義の確認」、「災害時の

学校と学校薬剤師の役割」、「新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止対策で得た生活習慣の継

続」、「子供たちの今と未来を守る」が挙げら

れました。

まず、学校保健計画への学校環境衛生検査

の位置づけがされているかを確認していただ

き、それに対して必要な項目の計画がされて

いたか、実施できた項目のチェック表を紹介

しました（資料１）。担当校の実態と法令の

遵守状況のギャップを学校側と認識すること

が大事であること、また揮発性有機化合物や

水質基準に関する一部改正点等を解説しまし

た。これまでの換気の実施に伴う結果報告が

あり、感染症予防における換気の重要性を再

認識する機会となりました。

次に、災害時の学校薬剤師の先ずやること

としてのC（Command＆Control指揮と連携）、

S（Safety安全）、C（Communication情報伝

達）、A（Assessment評価）が紹介され、災害

時、指定避難所とされた学校において、避難

所の概況や施設の広さ・スペース密度や環境

的側面などを含め、学校環境衛生基準を指標

に適切な助言をすることが大事であり、避難

所での災害関連死の予防につながる点につい

てもお話ししました。

さらに、災害支援薬剤師と学校薬剤師の連

携と課題にも触れ、災害支援チームの中に学

校薬剤師を含めることが望まれ、担当校が避

難所になった場合の防災訓練を含む体制整

備、顔の見える関係づくりが求められ、被災

状況の確認や避難所としての協力や学校再開

へ向けた検査が挙げられました。被災前後の

各期に分けて学校薬剤師の関わり方として、

フェーズ０：平時、フェーズ１：救命避難期

（発災直後から避難直後）、フェーズ２：生命

確保期（避難直後から数日程度）、フェーズ

３：生活確保期（発災数日後から数週間程度）、

フェーズ４：教育活動再開期（発症数週間後

～数か月間程度）、フェーズ５では、心のケ

アを行い平時へとつながっていくと考えら

れ、支援者支援のニーズに応じた対応が求め

られていると再認識する機会となりました。

資料１

(資料１）学校環境衛生検査チェック表
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最後に、これまでコロナ対策で工夫した良

い健康習慣は続けてほしいと話を締めくくり

ました。

研修会の後半は、「色と言葉でつなぐ心の

サイン～子供たちのコミュニケーションを豊

かにする学校薬剤師の役割～」と題して、学

校薬剤師の平良伃己子氏による講話がありま

した。

まず印象的だったのが、医師は患者を診て

お薬を処方します。看護師は患者を看て手当

てをします。では薬剤師は…患者を視ること

が薬剤師の役割だと思うとお話された冒頭の

平良先生の言葉…。「視る」は、「見る」だけ

でなく、その方の体質、生活習慣、思考習慣

まで深く知ろうとすること。「私は、言葉の

お薬を処方できる薬剤師になりたい」との平

良先生の言葉に、ググっと引き寄せられる思

いがしました。誰に・どんな場面で・どのく

らい伝えるかを常に意識されているとのこと

で、研修会に参加している皆さんの言葉や色

との向き合い方に少しでも優しいヒントがあ

りますように…とのフレーズから講話がス

タートしました。

表現される言葉にはプラスの効果もマイナ

スの効果もあり、言い回しを変えるだけで

人々の心が動いて行動が変わったと。例えば

頑固という言葉に対してプラスの表現は信念

があると言えるし、マイナスの表現としては

融通が利かない等。プラスの面を認めつつ、

マイナス面がより響くと考えられるので、マ

イナス面をより上手に声掛けできると良いだ

ろう、と。言葉の力を使った例として、つら

い子どもに寄り添う声掛けとしてのポイント

が挙げられました。身体症状の裏にある「心

の声」に耳を傾け、「頑張って」より「応援

してるよ」と声をかける方が安心感や前向き

な気持ちを届けられるかもしれません。色を

きっかけに話を持っていく場合、相手が青い

服を着ていたら「その青すごく似合っている

ね、素敵」など相手を褒めることで相手は心

を開きやすくなり、自分の気持ちを添えるこ

とでより親密なコミュニケーションが伝えや

すくなると。

「色の選択はその時の心理状態を反映して

いると考えられ、色が持つメッセージや影響

力に意識を向けてご自身や相手との関わりに

活かしてみてください。私達がこれまでに経

験してきたこと、学んできたこと、迷ったこ

と、躊躇したこと、うまくいかなかった経験

も含めた全てが、目の前のこどもや先生に向

き合う時の私達それぞれの専用のツールに

なっているということ。今日の話が『何か新

しいツールを増やす時間』ではなく、自分自

身がすでにツールであるということに改めて

気付く時間になっていたら嬉しいです。」と

いう優しい言葉で締めくくっていただきまし

た。

質疑応答では、性教育に関する質問、薬物

乱用防止教室に関する質問などがありまし

た。

学校から講話を求められたとしても、学校

によって求められる内容は異なると思いま

す。養護教諭等と密に連携をとり、今どのよ

うな情報が必要なのか、何に困っていてどの

ように共有したほうが良いのか。それに対応

できるよう取り組んでいただけたらと思いま

す。学校薬剤師部会では、学年毎に対応でき

るよう随時そろえているところです。それを

もとにアレンジして活用いただけたらと思い

ます。今後、どのような研修会を聞きたい、

このような講話を聞いてもらいたい・・など

情報提供いただけたら、より実践に沿った研

修会ができるかと思いますので、ご意見ご要

望などお待ちしています。伝達講習でもお伝

えした学校環境衛生検査チェック表（資料１）

は県薬HPにてダウンロードできるようアップ

していますのでご活用ください。

副部会長の知名博樹氏の最後の言葉にもあ

りました、学校薬剤師の仕事は求められるこ

とが多く、増えることはあっても減ることは

ない、と。みんなで協力しながら学校薬剤師

を盛り上げていきましょう。
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＜報告２＞
こんにちは。薬剤師10年目の前野こずえと

申します。沖縄県薬剤師会へ仲間入りしたば

かりですが、次年度から学校薬剤師をぜひや

りたいと考えていたところ、研修会への呼び

かけをいただき参加させていただきました。

研修会では、災害時における学校と学校薬

剤師の役割や、ポジティブな言葉への変換だ

けでなく、あえてネガティブな言葉で伝える

声掛けの大切さ、さらに身につけている色や

「気になる色」から心理状況を汲み取る可能

性について学ぶことができ、大変興味深い内

容でした。

その後の茶話会にも参加し、新参者の私に

対して皆さんが温かく接してくださり、とて

も楽しい時間を過ごすことができました。

今後は患者さんや子供たちの心に寄り添え

る薬剤師を目指し、学校薬剤師としての活動

に加え、地元沖縄に根ざした地域貢献ができ

る薬剤師として歩んでいきたいと思います。

つる薬局 　　
前野 こずえ

講師
学校薬剤師部会

池田武俊浦添市部長

講師
学校薬剤師部会
新垣紀子部会長

講師
学校薬剤師部会
平良伃己子氏
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和泉先生には、厚労省DMAT事務局業務支援

検討委員、愛知県災害薬事コーディネーター

として、東日本大震災、熊本地震、新型コロ

ナウイルス感染症、能登半島地震等国内の大

規模災害時に、実際に現地で医療活動を行っ

てきたご経験から、災害時の医薬品供給に関

する国の基本計画、県のマニュアル、実災害

対応についてご講義いただきました。

１．厚労省防災業務計画
第２章第５節　医薬品の安定供給の確保

都道府県は「大規模災害時の医薬品等供給

システム検討会報告書」（平成８年１月厚生

省大規模災害時の医薬品等供給システム検討

会報告）等を参考とし、関係者間の情報連絡

体制、災害用の備蓄医薬品等の確保方策、保

管・管理体制等を内容とする医薬品等の供給、

管理のための計画の策定に努める。

２.薬事関連団体
・厚労省防災業務計画：日薬連、卸連、卸組合

・医薬品の寄付等：日薬連の会員協会等が、

厚労省、日本医師会等の要請を受け供出

　医療用医薬品：日本製薬工業協会；製薬協

（69社）、日本ジェネリック製薬協会；GE薬

協（30社）

　一般用医薬品：日本OTC医薬品協会；OTC協

会（75社）、日本チェーンドラッグストア

協会（123社）；JACDS（小売業）

・医薬品の流通等

　卸連（68社）、県卸組合：医薬品の備蓄（委

託契約）も行う

３．医薬品流通の仕組み
・「卸を介すこと」と、「１施設が複数の卸か

ら仕入れていること」が特徴

災害時には「製薬会社」⇒「卸」センター⇒

「卸」支店等⇒「医療機関・薬局」

このように社を超えた連携が求められる。

・災害時の医薬品備蓄・協定の定式化

厚労省・医師会等が日薬連等に支援要請

都道府県薬務課が卸組合に

　「託契約備蓄薬」阪神淡路大震災を教訓に、

外傷・救命用薬剤を中心にランニング備蓄

　「優先供給協定」東日本大震災を教訓に、

優先供給協定を締結

　薬剤師会・市町村等から災害用備蓄を医薬

品集積所へ（管理運営：行政職員・薬事コー

ディネーター・薬剤師会等）

４．阪神淡路大震災　総括（指摘事項）
・医薬品供給に係る時間：最も問題となった

のが、救護所が必要とする医薬品を保健所

を通じて要請し、救護所に供給されるまで

に膨大な時間がかかったこと。

　　これは①交通事情が劣悪だったこと、②

手続き上の時間のロスがあったため。医薬

品の供給に時間がかかりすぎると、実際に

救護所に供給された頃には必要でなくなっ

てしまう可能性がある。大規模災害後、時

間の経過とともに発生が予想される傷病並

びに需要が見込まれる医薬品の種類を予め

想定し、各自治体がその責任により独自に

備蓄する必要がある。

・デッドストック（余剰医薬品）：特に余剰

となってしまった医薬品は、災害直後に大

卸勤務薬剤師部会研修会
国の災害時医療活動訓練における医薬品供給訓練の最新情報

	 講師：和泉邦彦氏

	 　　　藤田医科大学医学部 地域医療産学連携研究講座 准教授

卸薬部会

沖縄東邦株式会社
山城 聖子
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量に必要であったと思われる輸液、注射剤

（ブドウ糖注等）、消毒薬、生理食塩水、そ

の他外傷用医薬品等であるが、これは医療

用の医薬品の供給を震災発生から１週間後

から開始したこと、医療機関への供給を行

わなかったことによるものである。

・医薬品不足：特に初期には風邪が流行した

ため、総合感冒薬等が不足。

・在庫管理の不徹底：入庫される医薬品がき

ちんと区別されていなかったため活用でき

なかった。

・代替品の未活用：救護所からの要請や直接

集積所に医薬品を取りに来る医師、看護師

の多くが銘柄指定であったことも在庫医薬

品を増大させた。

５．熊本地震以降、能登半島地震等での供給
の実際

・備蓄はそもそも卸に在庫（保健所等に在庫

する県もあり）

　医薬品卸売業者⇒医薬品等備蓄倉庫・集積

所⇒救護所医療チーム、避難所

・委託備蓄薬の考え方

①平時は区別なく在庫回転、常に委託分を

「プラスα」で備蓄

②災害時に在庫が目減りしても委託分は保

持。それまでは元々の在庫で通常通り対応

③いよいよとなった場合委託分を県指示で

供給

６．災害時の通信
・災害時の特徴

①通信インフラの被災⇒通信路の容量減少

②通信量：爆発的増加

③使い慣れない機器

多数の利用者が一斉に通信サービスを使用

しようとして混み合い、電話やデータ通信が

利用しにくくなる状態となる（輻輳）。それ

により通信回線事業者は、回線を守るために

通信制限をかける。

・災害時優先電話：通信制限を受けない

①輻輳を回避して「発信」が優先される（受

信側が優先的に受けるということではな

い）

②公衆電話は、災害時優先電話

③対象は法令で定める指定機関に限られる

（一般住民等には公開しないことが一般

的）

④あくまで回線が生きていての話

実災害での具体的な経験に基づくご講義か

ら、医薬品供給は「計画」だけでなく「現場

で機能する仕組み」でなければならないこと

を深く学びました。そして「どんなことがあっ

ても、卸は平時と同様に医療機関、薬局にお

薬を届けなければならない」という言葉に、

災害時医療を支える医薬品供給の覚悟と責任

の重さを強く感じました。

お知らせ

保険薬局におけるＢＣＰ（業務継続計画）の策定について
　保険薬局が感染症や自然災害等が発生した場合であっても、患者に対して必要な
サービスが安定的・継続的に提供できるよう、①新型インフルエンザ等発生時におけ
る業務継続計画、②災害時の薬局業務継続計画等を作成いたしました。
　本会ホームページに掲載されておりますので、各保険薬局の状態に応じてご作成く
ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　災害対策委員会

　【掲載先】沖縄県薬剤師会ホームページ　＞　会員ページ　＞　災害対策関連
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ハートライフ病院小児科部長の崎浜哲裕医

師より表題に示した通り、ご教授いただいた。

私自身これまで従事した調剤薬局で、アト

ピー性皮膚炎に悩む小児の治療に携わること

が多く、原因や背景を探求したく本研修に参

加した。

食物アレルギーとは食物によって引き起こ

される抗原特異的な免疫学的機序を介して生

体にとって不利益な症状が惹起される現象の

ことで、この不利益な症状は、魚に含まれる

ヒスチジンが細菌の持つ酵素によって分解さ

れるヒスタミンを大量に摂取して引き起こす

ヒスタミン中毒も含むそうだ。しかし、感作

を示しても不快な症状がなければアレルギー

とは言わない。アレルギーの定義を改めて再

確認できた。

消費者庁が示した令和６年度食物アレル

ギーの年齢分布において０歳が著しく高く全

症例の約23％を占めている。即時型食物アレ

ルギーの原因食物分布ではこれまで鶏卵、牛

乳、小麦の順が、鶏卵、木の実類、牛乳、小

麦と『木の実類』が急増し鶏卵に次ぐ第２位

となった。木の実アレルギーはアナフィラキ

シーを起こしやすいクルミやカシューナッツ

の輸入量が2010年代に２倍以上増加し家庭環

境中の木の実類の抗原量が増え経皮感作が増

加した可能性と、木の実類アレルギーで煩雑

なのは初発でアナフィラキシーを起こしやす

いことを第113回沖縄小児科学会にて沖縄県

内の共同研究機関でエピペンを新規に処方さ

れた15歳以下の小児例を対象とした研究で示

された。これにより、緊急時には使用指導を

受けた家族や学校・保育園の教職員、救命救

急士が代理で使用することができるエピペン

だが、アナフィラキシーでなく打ったとして

も大きな有害事象がおこる可能性は低く、そ

れより躊躇して重症化するより迷ったら打つ

ことを提言された。実際にアナフィラキシー

ショックを目の当たりにした時、誰しもが躊

躇すると思うが、これを機にアナフィラキ

シーの具体的な症状などの認識、使用方法の

再確認を、エピペンを提供する者として重要

なのだと十分理解した。

小児食物アレルギーの変遷を踏まえて、ア

トピー性皮膚炎治療の新しい選択肢として、

デュピルマブやネモリズマブを挙げられた。

崎浜医師がそれぞれ治療開始後の経過を示し

た実証例複数を示され、前者は皮膚の炎症が

広範囲、強い症例、後者は痒疹、掻爬、痒み

が主体の症例に有効だがその使い分けや出口

戦略が重要と教示いただいた。ますます広が

る選択肢として生物学的製剤の開発が進んで

いる今、病態やその背景を理解し、より良い

治療の後押しになれるよう努め、今後の職務

に活かしたい。

令和７年度第２回女性薬剤師部会研修会
「小児の食物アレルギー・アトピー性皮膚炎～最近の話題～」

	 日時：令和７年９月 28 日（日）10:00 ～ 11:30

	 会場：沖縄県薬剤師会館及び WEB

	 講師：崎浜 哲裕氏

	 　　　ハートライフ病院 小児科部長

女性薬部会

メルシー薬局かねぐすく
佐邊 真理

－ 58 －



－ 59 －

おきなわ薬剤師会報　令和 8 年 1 ･ 2 月号

この度、佐賀県で開催されました第84回九

州山口薬学大会に参加させていただきました

のでご報告します。

＜共催セミナー「健康の土台をつくる腸内細
菌の科学」＞
講師：京都府立医科大学医学研究科生体免

疫栄養学講座 教授　内藤裕二先生

最近流行りの腸活に興味があったので、聴

講しました。講演は「健康の土台」としての

腸内環境の役割とそれを維持するための具体

的な「予防」策を３つの主要テーマを通じて

話されました。

１．腸内環境と非感染性疾患（ＮＣＤｓ）
腸内環境の悪化は、がんや生活習慣病といっ

た非感染性疾患のリスクを増大させる。

・がん予防と食事
（１）がんのリスクとなる５つのS（喫煙、砂

糖、塩、酒、加工肉）の摂取を避けること

が極めて重要。

（２）砂糖（清涼飲料水など）の過剰摂取

は、若年発症大腸がんや代謝異常性脂肪肝

（MAFLD）による肝がんのリスクを上げる。

（３）特定の腸内細菌が砂糖を原料に微量の

エタノールを作り、これが発がんの原因と

なりうる（特にアルコール分解遺伝子の少

ない人に）。

２．腸内細菌とフレイル・老衰
免疫力の維持はアンチエイジングの要であ

り、酪酸はその鍵を握る。

（１）健康寿命を脅かす老衰・フレイルの予

防にも、腸内細菌が深く関わっている。

フレイルの原因:肥満、糖尿病、高血圧、

運動不足、睡眠不足に加え、食・栄養の問題（特

にタンパク質と食物繊維の不足）がリスクと

なる。

（２）酪酸産生菌の重要性: フレイル群では、

食物繊維の摂取不足と相関して酪酸産生菌

が減少している。

（３）酪酸の役割:酪酸は、食物繊維を発酵・

分解して作られる短鎖脂肪酸の一種であ

り、エネルギー源や免疫のコントロールに

不可欠。酪酸受容体を介して免疫、脂肪肝、

認知にまで影響を及ぼす可能性がある。

３．腸内環境と感染症・認知症
感染症予防と神経疾患予防の観点からも、

腸内環境や免疫力の維持が重要。

（１）ウイルス感染と神経疾患: 帯状疱疹な

どのウイルス感染は、全身、特に神経に長

期的な影響を及ぼし、認知症やパーキンソ

ン病のリスク因子となり得ることが報告さ

れている。

（２）免疫力の維持: 適切なワクチン接種で

感染症を予防することと、酪酸などによる

免疫のコントロールを保つことは、全身の

健康、ひいては脳の健康を守る上で大切で

ある。

まとめ：健康の土台は「腸内環境の多様性」
日本人が持つべき多様な腸内細菌、特に酪

酸を作る遺伝子が、便利な生活や食生活（砂

糖、加工食品など）によって失われつつある

というお話がありました。

対策の鍵
全粒穀物、豆類、根菜類、果物といった食

物繊維を豊富に摂取し、腸内細菌の多様性を

回復・維持することが、がん、フレイル、感

染症といった現代の主要な死因全てに対する

土台となる予防策となり得るとの事でした。

第84回九州山口薬学大会参加報告
	 会期 :令和７年９月 14 日（日）～ 15 日（月・祝）

	 会場：佐賀文化会館

九山薬学大会

沖縄東邦株式会社
鈴鹿 玲子
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感想
拝聴して、予防医学の重要性を感じました。

特に食生活の見直し（５つのＳの制限）、適

切なワクチン接種、フレイル予防のための栄

養と腸内環境の改善が現代の主要な死因に対

抗するための鍵であると思いました。

シンポジウム
「災害に携わる際の心構え～支援者として、

また平時の取り組みに関して」

＜基調講演１＞特定医療法人 杏仁会 神野病
院理事長・院長　石丸正吾先生
「被災者のこころのケア、支援者のこころ

構え～支援活動のミスマッチをマッチに近づ

けていくために～」

◇DPATの設立の過程、災害関連疾患の経時的

変化、時間的経過と被災者の反応、被災者

に起きる心理的反応の時間経過ついて、災

害のもたらす心理的影響について、PTSD

◇災害メンタルヘルスの主要概念「災害時の

ストレスマネジメント」

・これは万人が起こすものである

・精神障害ではないと考える

・被災者を分類するな

・その人の持つ潜在能力を中心として考え

る

・ストレス障害は一時災害によるものとは

限らないことを忘れるな

⇒ただし、不安はそこにあり続ける

支援活動にミスマッチが起こりやすいの

は、求められていることが不確かなところに

入っていくためである。支援に入るものが良

き「同行者」となるためには？ミスマッチを

マッチに近づけるためには、

・自らの立場を理解し、自身ができること

・できないことを理解すること。

・できないことをどこにつなげるのか？

・謙虚に

心の癒しはその本人の心の奥底から自然に

生じるものである。

◇支援者のメンタルヘルス（チームメンバー

のメンタルヘルス）

・躁状態・支援者の善意≠被災者の望むこ

と

・代理被災・燃えつきなど

・目撃者や被災者になる可能性もある

◇サイコロジカルファーストエイド

大規模災害・事故等の直後に提供できる、

心理的支援のマニュアル。（読んでみてくだ

さい）

感想：被災者のメンタルケアはもちろん、支

援者として入った場合のメンタルケアの重

要性も同時に学ぶことが出来、大変勉強に

なりました。

＜基調講演２＞国際医療福祉大学 医学部 糖
尿病代謝内分泌学 教授　安西啓三先生
「災害時糖尿病医療支援チーム（DiaMAT）

の平時の取り組み」

DiaMAT（ダイアマット）とは、日本糖尿病

協会と日本糖尿病学会が設立した「災害時糖

尿病医療支援チーム」で、災害時に糖尿病患

者を守るための専門的な医療支援組織です。

過去の災害経験から設立され、メンバーに

は糖尿病専門医、連携医、CDEJ（糖尿病療養

指導士）、CDEL（糖尿病療養指導看護師）な

どが含まれ、その平時の活動の紹介や、能登

半島地震の対応について紹介されました。

◇薬剤・物資の供給支援

インスリン、経口薬、自己血糖測定器（SMBG）

のセンサーや針、電池などの医療物資の確保

と供給を行うとのこと。特にインスリン依存

状態の患者への支援が重要。

◇血糖管理と治療に関する指導

避難所や医療機関で、食事の制約がある中

でも適切な血糖コントロールに関するアドバ

イスを提供。低血糖や高血糖への対応、イン

スリン注射に関する指導。

◇情報支援と安否確認

患者の安否確認や、普段の治療内容（お薬

手帳、糖尿病連携手帳など）を把握し、治療

を中断しないようサポートの実施。
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◇多角的な健康管理

災害時の環境悪化による合併症（特にフッ

トケアや口腔ケア）の予防と対応に関する支

援。

◇連携と後方支援

DMAT（災害派遣医療チーム）やJMAT（日本

医師会災害医療チーム）、行政、地域の医師

会などと連携し、活動を効果的に進めます。

JMATと合同で被災地支援を行うケースもあ

る。

◇平時からの準備と教育（防災教育）

発災時に迅速かつ的確に活動できるよう

に、平時からの準備活動も実施。

・医療者向け教育

　DiaMATメンバーや糖尿病医療に携わる医

療者を対象に、災害医療に関する学習資

料の提供や講習会を開催し、知識習得を

促す。

・患者向け啓発活動

　糖尿病患者とその家族に対し、災害時の

備蓄品（薬、インスリン、測定器予備な

ど）や非常時の過ごし方についての防災

教育や啓発資材を作成・配布。

・ネットワーク構築

　行政、関係団体（医師会、他の学会など）、

患者同士のネットワークと、平時から「顔

の見える関係」を構築し、災害時の支援

体制を整えておくことが重視されます。

特に影響を受けやすい１型糖尿病患者など

の情報を医療機関間で共有するためのネット

ワーク構築を目指します。

（発表１）福岡大学 薬学部 救急・災害医療
薬学研究室 教授　江川孝先生
「災害時の初動と薬剤師のための災害対策

マニュアルの活用」

全８章からなる改訂版薬剤師のための災害

医療マニュアルは・日本病院薬剤師会・災害

支援薬剤師、災害薬事コーディネーターの

標準的研修を新しく追加した。各省の構成

は、CSCA　PPPに沿って箇条書きにされてお

り、何をすればよいかが簡潔にまとめられて

いる。資料や、参照項目も載っている。直ち

に取り組むべきこと、災害時においては支援・

受援について、平時の準備、防災対策につい

て、BCP・ACPの作成を啓発する内容について

書かれている。

能登半島地震の時から、新しい書式の災害

処方箋を利用。新書式では、医師が記入する

処方欄、薬剤師が記入するチェック欄があり、

薬効群アセスメント（災害時にどのような医

薬品が出たのかを集計する）解析することに

より、災害現場のニーズを把握することがで

きる。長期的な視点でも、撤収時期や、活動

内容の変更のタイミング等を考える資料とな

る。普段服用している医薬品の確保・避難所

でのストレス・食事内容・衛生環境の悪化に

よる感染症・不眠・水分摂取の制限などを把

握できる。

災害備蓄医薬品リストより医薬品フォー

ミュラリができるのではないか？また、PULL

型の支援ができるのではないか？被災地で

あっても、AMR対策は必要。ベンゾジアゼピ

ン系向精神薬は不眠（中途覚醒や睡眠時間の

確保）で使われているが、高齢者にとって、

避難所として使われている学校などは段差が

多く危険。転倒などの心配あり。リストの中

にはブロチゾラムが入っているが、オレキシ

ン受容体拮抗薬も入れてある。ずっとベンゾ

ジアゼピン系を服用されていた方がオレキシ

ン受容体拮抗薬などに変更し離脱症状などが

出る心配もあるので残してある。外用薬。ケ

トプロフェンが多く出ている。光線過敏症が

心配なので、ロキソプロフェンテープを採用。

エコノミークラス症候群の予防するために、

弾性ストッキングがある。適正使用のために、

その情報も記載されている。また、エコノミー

クラス症候群にならないための予防について

も掲載されている。

まとめると、災害が起きた時はCSCAでマ

ネージメント体制の確立。続いてPPPで薬事

サポートの実践。供給の面では、医薬品だけ
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でなく個別化した情報を合わせて被災者に提

供することにより、被災地には薬剤師が必要

だという意義がある。新しい災害処方箋は薬

事データを解析することが可能。準備をして

いない場合は新様式で。医薬品フォーミュラ

リや備蓄医薬品というのは限られた医薬品。

限られ医薬品の中で処方提案をするのは薬剤

師の腕の見せどころではないでしょうか？と

のご講演でした。

（発表２）大分県薬剤師会 災害対策委員会 
委員長　谷池仁志先生
「大分県薬剤師会における防災訓練の取り

組み」

大分県薬剤師会が参加された防災訓練につ

いての報告や、平時のモバイルファーマシー

を使ったイベントや、研修会についての紹介

がありました。訓練は、自然災害だけでなく

CBRNE災害の訓練も実施されていました。

（発表３）港町調剤薬局　寺元栄一先生
「地域薬剤師会としての災害対応と医薬品

供給訓練への参加」

１．医薬品供給訓練
年に１回、熊本県薬剤師会、地域薬剤師会

が一緒に開催。他職種も参加（行政・訪問看

護ステーション・医薬品卸など）。

大きな会議室で、県庁・県薬剤師会・被災

地　市役所・保健所・地域薬剤師会・救護所・

訪問看護ステーションに区分けをして、細か

いシナリオが作成され訓練を実施されていま

す。

災害想定は、その地域で起こりうるものを

想定。県の医薬品等安定供給マニュアルに基

づいて実施。県・県薬・地区薬でシナリオを

読み合わせる形で進行。他職種の方も参加。

県、地域薬剤師会の災対本部の立ち上げ、

保健医療福祉調整本部の活動、災害薬事コー

ディネーター、災害支援薬剤師の活動。医薬

品集積所、医薬品供給拠点、モバイルファー

マーシーの運用までの訓練を実施。

併せてクロノロの訓練や仮設調剤所を立ち

上げる際の手続きについて等をシミュレート

訓練をされているとのことでした。毎年され

ているとのことで、この繰り返しが大切だと

思うとのことでした。

２．地域薬剤師会BCP
薬剤師のための災害対策マニュアルを参考

に、被災した時にどのような活動をするか。

またその備えについて考えることが必要。

・どこに地域薬剤師会の災害対策本部を立

ち上げるのか？

安全な場所の確保の必要性。資機材の保管。

CSCAやHeLPSCREAMを意識して本部を立ち上げ

ていく。指揮命令系統の確立は重要。担当を

日ごろから決めておく。また、医薬品の供給

や支援薬剤師の受け入れ態勢についても準備

しておく必要あり。地域の地図や路線図、薬

局の連絡先なども備えておく必要がある。被

災状況確認用ツールを構築し、日頃から訓練

をしておくこと。また医薬品の供給ルートに

ついても考えておく必要がある。

・現地（保健所等）保健医療福祉調整本部

に災害薬事コーディネーターを派遣する

　METHANEを意識して、災害の状況把握を

すること。

・地域薬剤師会災害対策本部での活動

　災害支援薬剤師の把握。メンタルヘルス

対策も重要（デフュージングとデブリー

フィング）

麻薬、向精神薬、覚醒剤原料、毒劇物など

の保管状況の情報を収集、確認。

国や都道府県、市町村等からの情報、連絡

事項及び、地域の医療情報などについて、会

員や支援薬剤師との情報共有、医薬品供給マ

ニュアルに基づく活動、多職種・登録販売者

協会との協力

３．今後の課題
・長期に及ぶ支援

・被災者に対するアウトリーチ活動。災害

からの復旧・復興

・災害時、地域の薬局をどうやって支えて
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いくか

　薬局は地域の重要な医療資源。災害ボラ

ンティアは基本応援に来ない。

　薬剤（商品）補償制度（動産総合保険）

に入っているか？

・地域薬剤師会としての受援計画・体制の

整備

４．まとめ
まずは復旧、地域薬剤師会は地域医療を支

える。具体的には、いつも通りの開局を目指

し被災者の日常を取り戻す。災害支援は発災

時から復興期にかけて。地域薬剤師会が自発

的に、主体的に動く。指示待ちではない。と

のことを強く話されており、地区薬剤師会で

の活動の重要性を学ぶことができました。

※発行元が記事の利用・編集を許諾しています。

会員の投稿が掲載されました

ぶれいく　　
たいむ　　 転載記事
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10月25日に奥武山公園で開催された沖縄の

産業まつりで「健康とおくすり相談会」に相

談員として参加させていただきました。

当日は室温・気温ともに高く、指導する私

たちも相談者も互いに暑い中での指導になり

ましたが、骨密度測定は特に人気で、特に女

性の方に人気のようでした。女性ホルモンの

減少に合わせて骨密度が低下していくという

事をテレビや身近な情報で聞くことが多いの

かもしれません。

私は以前、病院に勤めており、地域での活

動に参加するのは初めての体験でした。

骨粗しょう症の治療薬については日々の業

務でも患者様に指導していますが、骨密度測

定は初めての体験でした。骨密度測定はDEX

法、MD法、定量的超音波測定法（QUS法）が

あり、今回は簡易的な方法のQUS法を実施し

ました。

骨密度測定後は若年成人（20 ～ 44歳）の

平均値を100%とした（YAM値）、同性・同年代

と比べた時の骨密度の低下度が確認できるレ

シートのような感熱紙が出てきました。骨密

度の勉強自体は大学以来だったので、記載し

ている内容も最初は曖昧でしたが、会場にて、

薬剤師会の方々に丁寧にご指導いただき理解

も早かったです。

今回の相談会ではお薬に関する質問以外に

もサプリメントや食事についての相談も多い

ように感じました。そして、骨粗しょう症の

お薬以外にも併用薬や食事について詳しく確

認し相談者に説明することができました。い

つもは薬の説明のみで薬局の指導を終える事

が多いです。今回は食事面でのビタミンK、

ビタミンD、カルシウム等が豊富な食事の指

導や運動方法（負荷運動・レジスタンス運動）

を学ばせて貰い、相談者への説明に生かす事

ができました。

今後の薬局での指導時にも今日の学びを生

かし、お薬の指導のみではなく、患者様の声

もしっかり聞いていく事を心掛けようと思い

ます。そして、普段の服薬指導の際にも患者

様が相談しやすい雰囲気づくりを作っていけ

るよう努めていきます。

今回の相談会で、日頃の自分自身の服薬指

導を見直すきっかけにもなり、勉強になる事

が沢山ありました。ありがとうございました。

第203回健康とおくすり相談会
	 日時：令和７年 10 月 25 日（土）10：00 ～ 16：00

	 場所：奥武山公園（沖縄の産業まつり） 

	 担当：那覇地区薬剤師会
なかいま薬局

佐藤 俊吾

月例相談会

◆健康とおくすり相談員（順不同・敬称略）　相談員10名
　吉田 洋史、宮本 直樹、上原 幸代、兼城 明子、岩間 絵里子、佐藤俊吾、大濱勝太、東恩納美月、

　吉岡将広、木村桃子　　　相談者数：165名
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令和７年11月９日(日)、午前10時からセル

ラースタジアム那覇の軒下において開催しま

した。

当日は天気が良く、その日は他のイベント

（歩け歩け運動など）も多くあり、開始30分

前には数組の方がお願いしまーすと訪ねて来

られました。相談会は10時にスタートし、常

に７～８名は目の前に待っている状態で、薬

の質問や説明をしたいのですが、そんな暇は

無く、骨密度と血圧測定の結果の説明に終始

する状態でした。

他のイベントで多くの方がセルラースタジ

アム那覇に来場されている関係もあり、おく

すり相談会も136名の来場者数となり大盛況

でした。また、その日はなかなか少数精鋭の

相談員となり、薬剤師会の新人の郡さんも含

め、全員でカバーできたので大変充実した相

談会となりました。

骨密度に対する関心はかなり高く特に女性

の方からの質問が多くみられました。「骨密

度が低いとどうなるのか」、「骨折したことが

あるが密度は落ちるのか」、「今服用中の薬と

の関係はあるのか」さまざまな質問を受けま

した。中にはお薬手帳を持参して詳細を求め

る高齢者の方や、骨密度、血圧測定すること

で今抱えている疾患、病気のことなどの相談

も多くありました。

普段なかなか病院、薬局などで相談できな

いことから「相談会」があることはとても有

効だと感じました。

この欧米化の食生活などで脂質の摂取によ

り動脈硬化、肥満、糖尿病などの疾患、病気

が増えています。こういう背景から我々薬剤

師も少しでも健康相談の場を増やして「食事

指導を含めた薬の服用、説明」などを啓蒙し

ていかなければならないと感じました。地道

なことですがこういう機会（場）を通して沖

縄県の健康長寿を取り戻せたら良いのではな

いかと感じた一日でした。

こういう機会があれば、また積極的に参加

をしたいと思います。

第204回健康とおくすり相談会
	 日時：令和７年 11 月９日（日）10：00 ～ 15：00

	 場所：沖縄セルラースタジアム

	 担当：那覇地区薬剤師会
たいせい堂薬局 首里店

大塚 成一郎

月例相談会

◆健康とおくすり相談員（順不同・敬称略）　相談員４名
　吉田 洋史、盛本 直也、大塚 成一郎、　長田 ゆかり　相談者数：136名
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●厚労省～面分業進まぬ薬局適正化-門前薬局立地依存
減算へ（薬事日報1月26日）
厚生労働省は23日の中央社会保険医療協議会総会で、

2026年度診療報酬改定の個別改定項目案を示し、特別

区・政令指定都市に新規出店する医療機関の調剤基本

料を適正化する方針を打ち出した。特定の医療機関か

らの処方箋集中率が85％以上で、一定の処方箋を応需

する新規出店薬局は調剤基本料1の算定対象外とし、そ

のうち医療モール薬局、医療機関近隣の門前薬局、敷

地内薬局には「門前薬局等立地依存減算」を適用して

所定点数を引き下げる。一方、かかりつけ薬剤師指導

料等を廃止し、服薬管理指導料へ統合するなど、大幅

な見直しも行われた。

●塩野義製薬ゾコーバ取り違え注意喚起-インフル薬ゾ
フルーザと（薬事日報1月28日）
塩野義製薬は23日、抗インフルエンザウイルス剤「ゾ

フルーザ」と新型コロナウイルス感染症治療薬「ゾコー

バ」の取り違えによるヒヤリハット事例として67件の

報告があったと明らかにし、医療従事者に文書で注意

喚起した。日本医療機能評価機構への薬局からの報告

事例には、薬剤名が似ていることによる処方の誤りの

ほか、普段とは異なる薬局での混乱の中で注意力が散

漫になって起きたケースも散見される。

●厚労省-研究用検査キットで指針～診断薬の該当性明
確化（薬事日報1月29日）
厚生労働省は20日、「研究用と称する検査キット等の体

外診断用医薬品の範囲に関するガイドライン案」を公

表し、体外診断用医薬品への該当性に関する判断基準

を示した。診断目的でないことの説明内容が妥当でな

い、一般消費者が使用することを暗示する表現がある

などの製品は「研究用として妥当でない」とした。一

般消費者向けに販売される研究用抗原定性検査キット

で標榜事項が体外診断用医薬品に当たると判断された

場合、無承認無許可医薬品として取り締まりの対象と

なる。

●厚労省-虐待疑いは児相に通告を-OTC緊急避妊薬の
販売で（薬事日報1月30日）
厚生労働省は28日、OTC緊急避妊薬（要指導医薬品）「ノ

ルレボ」が来月2日に販売開始されることを踏まえ、性

交同意年齢未満の購入希望者が来局した場合の対応な

どへの協力を関係団体に周知・要請した。産婦人科・

小児科の受診勧奨、虐待が疑われる場合は薬局から児

童相談所への通告などを想定している。販売に際して

は、性交同意年齢である16歳未満の人や性犯被害など

が疑われる人を保護するため、販売薬局等・薬剤師と

関係機関との連携による対応が求められる。

●抗てんかん薬で添文改定-服用患者の自動車運転可
（薬事日報2月2日）
薬事審議会医薬品等安全対策部会安全対策調査会は1

月28日、サンファーマの「カルバマゼピン」（販売名：

テグレトール）など5成分を含有する抗てんかん剤の添

付文書改訂案を了承した。現在は服用患者に自動車の

運転など機械操作をさせないよう求めているが、関連

学会の留意事項を理解した上で、患者の個別状況に応

じて操作の適否を医師が判断することが可能となる。

厚生労働省は、留意事項を記した情報提供資材を製造

販売業者に作成させた上で、改訂を指示する。対象は、

▽カルバマゼピン▽バルプロ酸ナトリウム▽ラモトリ

ギン▽ラコサミド▽レベチラセタムの5成分いずれか

を含有する抗てんかん剤。

●厚労省検討会～薬局薬剤師の調剤認める-サリドマイ
ド製剤（薬事日報2月4日）
厚生労働省のサリドマイドおよびレナリドミドの安全

管理に関する検討会は1月29日、サリドマイド製剤の院

外処方・訪問診療に関する対応を手順書等で明確化し、

薬局薬剤師による調剤を認める特例も了承した。サリ

ドマイド製剤は医療機関内での処方と薬剤交付を前提

としており、服用中の患者が在宅医療を受けることと

なった場合の取り扱いが不明確のままとなっている。

また、処方医と、同一医療機関に所属する薬剤師が責

任薬剤師として安全管理システム上登録され、処方時

のダブルチェックや服薬指導等を行っているため、院

外処方での対応が想定されていない。

●緊急避妊薬、薬局で販売始まる　処方箋不要、年齢
制限なし（薬事日報2月2日）
緊急避妊薬「ノルレボ」が2日、処方箋不要の市販薬

として薬局やドラッグストアで販売が始まった。年齢

制限はなく、保護者の同意は必要ないが、薬剤師の面

前での服用が求められる。取り扱い店舗は全国約7000

で、厚生労働省がホームページで公開している。希望

小売価格は1回1錠税込み7480円。



－ 68 －

おきなわ薬剤師会報　令和 8 年 1 ･ 2 月号



－ 69 －

おきなわ薬剤師会報　令和 8 年 1 ･ 2 月号



－ 70 －

おきなわ薬剤師会報　令和 8 年 1 ･ 2 月号



－ 71 －

おきなわ薬剤師会報　令和 8 年 1 ･ 2 月号

●医薬品一般●

[質問] 市販のポリベビーの成分で「酸化亜鉛1000g」

と書かれていました。こんなにたくさん入っていて、

体に影響はありませんか？

[回答] 製品の説明書を確認したところ、記載されて

いる数値は「1000mg（ミリグラム）」でした。 単位の

「mg」は「g（グラム）」の1000分の1を表す単位ですので、

1000mgはちょうど1gにあたります。ポリベビー1本（10g

の製品）の中に、1gの酸化亜鉛が含まれているという

意味ですので、決して多すぎる量ではありません。安

心してお使いください。

[質問] 1歳の子どもが手足口病で処方されたトランサ

ミンシロップが残っています。今、私が喉を痛めてい

るのですが、この残った薬を服用しても効果はありま

すか？

[回答] お子様の残ったお薬を服用することはお控え

ください。トランサミンは喉の腫れや痛みを抑えるお

薬ですが、お子様用は体重に合わせて分量が調整され

ています。大人が服用しても十分な効果が期待できま

せん。処方薬はその方のその時の症状のために医師が

選んだものです。たとえご家族であっても、お薬を分

け合ったり使い回したりすることは、思わぬ体調不良

を招く恐れがあるため、おすすめできません。医療機

関を受診するか、ご自身にあった市販薬を選ぶように

しましょう。

[質問] 現在、6種類の薬を服用中です。いつも1錠ず

つ水で飲んでいるため、結果的に大量の水を飲むこと

になってしまいます。一度にまとめて飲んでも大丈夫

ですか？ 

[回答] はい、複数のお薬を一度にまとめて服用して

も、それぞれのお薬の効き目に影響することはありま

せん。もし医師から水分制限の指示が出ていなければ、

コップ1杯程度の水で、まとめて服用していただいて大

丈夫です。 もし粉薬も一緒に処方されている場合は、

錠剤とは別に分けて服用された方が、口の中に残らず

飲みやすいかと思います。

●安全性情報●

[質問] 昨日の朝、一度にイブA錠を14錠、その1時間

後に小児用カロナール錠200mgを12錠、その後トロー

チも服用してしまいました。寝る前に水分を多めに摂

りましたが、大丈夫でしょうか。後から心配になりま

した。

[回答] お薬を指定された用量を大幅に超えて服用さ

れた場合、たとえ現時点で自覚症状がなくても、速や

かに内科等の医療機関を受診してください。市販薬や

小児用のお薬であっても、一度に大量に服用すると肝

臓や腎臓に深刻な負荷がかかります。特にお薬の成分

（アセトアミノフェンなど）によっては、服用直後で

はなく、数日経ってから重篤な症状が現れるケースも

あります。「水分を多く摂ったから」「時間が経ったか

ら」と自己判断せず、医師の診察を受けて現在の状況

を確認することがとても大切です。今後は決められた

用法・用量を守って正しく服用してください。

[質問] 現在、精神科で11種類のお薬を服用していま

す。最近、悪口を言われているような幻聴があり、お

薬の副作用ではないかと不安です。また、頓服のロキ

ソプロフェンナトリウムを飲んだ後に激しいめまいが

ありました。薬物依存のような状態で「薬が欲しい」

という強い気持ちもあり、今の症状がお薬のせいなの

か教えてほしいです。

服用薬：1. ベンザリン 2. デエビゴ 3. レキソタン 

4. レバミピド 5.マグミット 6. アルファカルシドー

ル 7. トリヘキシフェニジル 8. メコバラミン 9. チ

アプリド 10.ギャバロン 11. ロキソプロフェンナト

リウム

[回答] 現在服用されているお薬の中には、副作用と

してめまいや、稀に幻覚などが報告されているものも

含まれています。しかし、今の症状がお薬によるもの

なのか、ご病気自体の変化によるものなのかを判断す

るには、医師の診断が必要です。自己判断でお薬を減

らしたり中止したりすると、かえって症状が不安定に

なる恐れがあるため、まずは今のお薬を継続しながら

主治医に相談しましょう。今の「幻聴」や「めまい」、

そして「お薬に対する不安」については、一人で抱え

込まないようにしてください。お薬へのご不安や「薬

が欲しい」というお気持ちも、治療を進める上でとて

も大切な情報です。主治医や薬剤師にお伝えし、これ

からの対応を一緒に考えてもらうことが大切です。

[質問] PL配合顆粒は小児には飲ませてはいけない薬だ

と聞きました。今回子どもに処方されたのですが、大

丈夫でしょうか。

[回答] ご心配されているのは大人用の「PL配合顆粒」

のことと思われますが、小児向けの2歳から服用可能

な「幼児用PL配合顆粒」というお薬もあります。お手

元のお薬が「幼児用」であれば、お子様向けに調整さ

れたものですので安全性に問題はありません。 一般

的には、11歳までは幼児用、12歳以降は大人用が選択
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されます。大人用と幼児用のお薬は含まれている成分

は同じですが、お子様の年齢や体重に合わせて、安全

に服用できる量で調整されています。安心してお飲み

ください。

[質問] 性器ヘルペスの治療で、バラシクロビル錠、ゲ

ンタマイシン軟膏、キシロカインゼリーを処方された。

その日の夜から頭がふらふらしたり、自分の意図しな

いことが起こったり、気づいたら外にいたりするよう

になりました。副作用でしょうか。

[回答] 処方されたお薬のうち、飲み薬のバラシクロ

ビル錠の影響で、稀にそのような症状が現れることが

あります。まずは、バラシクロビル錠の服用を中止し

てください。そのうえで、すぐに処方を受けた病院へ

連絡し、今の状況を伝えてください。思わぬ怪我を避

けるためにも、体調が落ち着くまでは、できるだけお

一人での外出は控え、ご家族などと一緒に過ごすよう

にしてください。

●妊婦・授乳婦●

[質問] 現在授乳中ですが、以前頓服として処方されて

いたクロチアゼパムを服用しても大丈夫でしょうか。1

年ほど服用を控えていましたが、症状がつらく、また

飲み始めたいと考えています。服用する場合、授乳ま

でどのくらい時間をあければよいでしょうか。

[回答] 1年前のお薬は、保管状態によっては品質が変

化している恐れがあるため、服用は控えてください。

まずは主治医に相談し、現在の体調に合わせた新しい

お薬を処方してもらうのが最も安全です。お薬の性質

としては、クロチアゼパムは授乳中の服用による赤

ちゃんへの影響は少ないとされています。ただし、ご

く少量ながら母乳へ移行するため、赤ちゃんに「眠気

が強い」「母乳を吸う力が弱い」などの様子がないか、

注意して見てあげてください。服用が必要な場合は、

授乳の直後に服用することで、赤ちゃんへの影響を最

小限に抑えることができます。

[質問] 妊娠19週です。中絶を考えていたため、中断

していたてんかんの薬「ビムパット錠50mg」を昨夜一

度服用しました。しかし、その後やはり出産したいと

いう気持ちに変わり、一度飲んでしまったことで、赤

ちゃんに影響がないかとても不安になっています。

[回答] ご心配されている点についてですが、一度の服

用で、すぐにお腹の赤ちゃんに大きな影響が出る可能

性は低いと考えられます。ビムパットについては、現

時点で赤ちゃんに特別な問題が起きたという報告はさ

れておりません。てんかんの持病があっても、治療を

続けながら安心してお産を迎える方法はたくさんあり

ます。一人で抱え込まず、出産したいというお気持ち

を主治医の先生にお伝えし、これからの治療について

ゆっくり相談していくことをお勧めします。

●ドーピング●

[質問] 国際大会への出場を予定しているパラアス

リートです。市販のサプリメント（EPA・DHA・ナット

ウキナーゼ含有製品）を摂取しようか迷っています。

競技者として服用しても問題ないでしょうか。

[回答] 世界アンチ・ドーピング機構（WADA）の方針

に基づき、競技者によるサプリメントの摂取は基本的

に推奨されません。サプリメントは、以下の点に注意

が必要です。まず、食品に分類されるサプリメントは

医薬品と異なり、全成分の明記が義務付けられておら

ず、製造過程での禁止物質の混入リスクを否定できま

せん。アンチ・ドーピング規則では、意図的か否かに

かかわらず摂取物には選手本人が全責任を負う「厳格

責任」が適用されるため、最終的な判断は「自己責任」

となります。どうしても摂取が必要な場合は、イン

フォームドチョイス等のアンチ・ドーピング認証を受

け、ロット分析が行われている製品を選択の基準とす

るよう努めてください。

●その他の質問●

[質問] テレビで「農作物にエタノールを散布する」

という特集を見ました。異常気象対策としてお米など

にも使われるようですが、エタノールの害はないので

しょうか。また、農家が販売用だけに農薬を使ってい

るという話も聞くので、安全性が心配です。

[回答]この技術は、国立研究開発法人 理化学研究所

や筑波大学などの研究グループが開発した「植物の生

きる力を引き出す」新しい取り組みです。散布に使用

するのは、お酒の成分としても身近なエタノールです

が、それをさらに水で100倍程度に薄めた（濃度0.5〜

2%程度）、ごく低濃度の水溶液を使用します。これを

散布すると、植物は「乾燥や暑さに備えよう」と、体

内の水分を保つ力を自ら高めます。エタノールは、植

物が厳しい環境下で自然に作り出すこともある成分で

す。非常に薄い水溶液を使用するため、お米などの安

全性に影響はなく、環境にも優しい技術として期待さ

れています。また、現在の日本の農薬使用基準は非常

に厳しいため、販売用、自家用ともに、安全性が確保

された同じ基準で育てられていますので、どうぞご安

心ください。
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【今月の特集】
◇ medicina　62 巻 13 号　
＊肺炎の診断・診療エクセレンス
◇ medicina　63 巻 1号　
＊腎臓病診療の “イマ ” を日本のトップランナーに聞いて

みた
◇エキスパートナース　42 巻 1月号
＊ 急性腹症の考え方と実践フィジカル
◇エキスパートナース　42 巻 2 月号
＊ 超高齢化社会だからこそ、いま必要！骨粗鬆症の知識

アップデート
◇きょうの健康　12 月号
＊減量術、股関節の痛み、転倒・低栄養・うつ
◇きょうの健康　1月号
＊肺炎、心不全、翼状片・下肢静脈瘤
◇月刊薬事　67 巻 16 号
＊眼科領域の副作用
◇月刊薬事　68 巻 1号
＊抗精神病薬の “ ちょうどいい ” 使い方
◇産科と婦人科　92 巻 12 号
＊地味に進化している！？定番の婦人科診療をブラッシュ

アップ
◇産科と婦人科　93 巻 1号
＊どうみる？どうつなぐ？女性ヘルスケア外来医が診る内

分泌・代謝疾患
◇産科と婦人科　93 巻 2 号
＊知っておきたい社会的ハイリスク妊婦への支援 - シーム

レスな母子支援のあり方 -
◇総合診療　35 巻 12 号
＊総合診療の視点から見た感染症診療 Update この 10 年

で変わったものと変わらないもの　
◇総合診療　36 巻 1号
＊総合診療医のための Medical Humanities　
◇調剤と情報　31巻 16 号
＊がまんはよくない慢性疼痛がむしばむ “ 身体 ” のはなし
◇調剤と情報　32 巻 1号
＊副作用の早期発見と対応のコツ
◇治療　107 巻 13 号
＊【第 1 特集】エコーを聴診器のように使おう！【第 2 特集】

食べることに、そっと関与する

◇治療　108 巻 1号
＊【第 1 特集】ケースで学ぶ薬剤性疾患と服薬トラブル【第

2 特集】いまどきの花粉症診療
◇日経ドラッグインフォメーション　338 号
＊生理痛、更年期障害 - これなら分かる！女性ホルモン製剤
◇日経ドラッグインフォメーション　339 号
＊医師が語る処方箋の裏側 Special
◇日本医事新報　5300 号　
＊カリウム異常を制するために “ まず ” やること
◇日本医事新報　5301号
＊症例からの学ぶ BPSD の効果的な薬剤調整
◇日本医事新報　5303 号　
＊入口としての起立性調節障害！循環 - 睡眠 - 不登校をつ

なぐ実践ガイド
◇日本医事新報　5309 号　
＊プライマリ・ケアにおける希少疾患・難病への対応～制

度と連携の理解を深める
◇薬局　76 巻 14 号
＊つなぐ緩和ケア
◇薬局　77 巻 1号
＊薬物治療のエビデンスを散歩するおさらい＆アップデート

【今月の論文等】
■薬物療法■
▶えびさんぽ（48）緩和ケアを行うことで，症状や生活

の質は改善しますか？
　治療 107（13）p.6，102
▶えびさんぽ（49）ランドマークスタディで振り返る 2025 年
　治療 108（1）p.6，98
▶高齢者の肺炎（誤嚥性肺炎）予防に効果的な治療法は

ありますか？　
　薬局 77（1）p.62
▶緩和ケアで使用するさまざまな薬
　薬局 76（14）p.33
▶医師が語る　処方箋の裏側～心不全悪化傾向時にβ遮

断薬を漸増した理由
　日経ﾄ゙ ﾗｯｸ ｲ゙ﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ　（338）p.PE001
▶知っておきたい BZ 薬のリスク
　日経ﾄ゙ ﾗｯｸ ｲ゙ﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ　（339）p.PE014
▶ユリスとユリノームはどこが違う　

今月の特集・論文
Medical Magazines titles

＊薬事情報センターで購読している雑誌の中より特集および文献情報を掲載しました。
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　日経ﾄ゙ ﾗｯｸ ｲ゙ﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ　（339）p.023
▶ルーティン処方 Do処方　異常なし？ それってあたり前？
［10］高齢透析患者のリン管理 - 検査の数値だけでリン
低下薬を調整して大丈夫？

　月刊薬事 67（16）p.137
▶〃［11］「眠れない」の訴えに睡眠薬はあたり前？眠れな

ければ多剤併用・長期投与はやむなし？
　月刊薬事 68（1）p.154
■新薬■
▶添付文書から RMP、審査報告書まで 新薬ななめ読み
［62］ドプテレットⓇ錠 20mg（アバトロンボパグマレイ
ン酸塩）

　月刊薬事 67（16）p.178
▶添付文書から RMP、審査報告書まで 新薬ななめ読み
［63］セタネオⓇ点眼液 0.002％（セペタプロスト） 

　月刊薬事 68（1）p.198
■安全性情報■
▶下痢の原因となったオルメサルタン
　日経ﾄ゙ ﾗｯｸ ｲ゙ﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ　（338）p.PE033
▶マンジャロの投与継続が不安な患者
　日経ﾄ゙ ﾗｯｸ ｲ゙ﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ　（338）p.PE035
▶フリュザクラ服用中に出現した手の赤み　
　日経ﾄ゙ ﾗｯｸ ｲ゙ﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ　（338）p.PE037
▶医薬品適正使用・育薬フラッシュニュース　
・日本で誤嚥性肺炎の報告の多い抗コリン薬
・米国で患者へのメッセージ送信はアドヒアランス改善に

効果がない
　薬局 76（12）p.118
▶医薬品適正使用・育薬フラッシュニュース　
・GLP-1受容体作動薬による眼障害？
・喘息患者のステロイド吸入は 1日1 回午後がよい？
　薬局 77（1）p.110
▶構造式で語る医学｜薬物の交差反応や意外な副作用を

学ぼう！ 12
　PDE 阻害薬は様々  
　総合診療 35（12）p.1447
▶　〃　 13　コレステロールと胆汁酸 
　総合診療 36（1）p.81
▶抗精神病薬で気をつけるべき相互作用は？ 
　月刊薬事 68（1）p.93
▶腎機能低下・腎障害患者への注意 - 検査値の推移をみる
　調剤と情報 32（1）p.20
▶鎮痛薬の常用に注意する
　調剤と情報 31（16）p.63
■薬剤師業務■
▶患者本人・家族に医療用麻薬について説明する
　薬局 76（14）p.56

▶抗精神病薬－服薬アドヒアランスが悪い人にどうアプ
ローチする？

　月刊薬事 68（1）p.116
▶ガイドラインではわからない患者・家族の大切なものの

ための 緩和ケア薬の使い方［15］
　がん患者のつらさに薬剤師は何かできる？
　月刊薬事 67（16）p.193
▶錠剤嚥下障害患者に対する粉砕不適薬剤の粉砕をなく

すための取り組みと解決法
　調剤と情報 32（1）p.193
▶情報の活かし方：重篤副作用疾患別対応マニュアル,RMP,

メーカー資材 - 患者が自分の症状に気づくために
　調剤と情報 32（1）p.20
▶医薬品情報領域 - バイオシミラー使用促進に向けた課

題と対策はどうしてる？
　月刊薬事 67（16）p.166
■漢方療法■
▶ぐっとよくなる！ 漢方処方快訣ビフォーアフター
　〈第 24 回〉病名のつかない身体の不調をどう捉えるか

　「陰陽五臓」の概念を活用して現代医学のジレンマを
のりこえる

　薬局 76（14）p.134
▶　〃　〈第 25 回〉大昔の病名概念「霍 ( かく) 乱 (らん )」

を引っ張り出す意義　21 世紀にこそフルに生かせる漢
方治療のメリット

　薬局 77（1）p.117
■在宅医療■
▶対話で学ぶ 在宅救急ことはじめ［3］
　在宅患者の発熱 その 2- 身体所見と治療・ケアの重要性
　月刊薬事 67（16）p.124
▶対話で学ぶ 在宅救急ことはじめ［4］
　在宅患者の呼吸困難 その 1 心不全の軌跡を意識した

治療とケア
　月刊薬事 68（1）p.163
▶シームレスな在宅療養への移行に向けた準備 
　薬局 76（14）p.98
▶初回在宅訪問時に確認すべきこと、やるべきこと 
　薬局 76（14）p.105
■その他■
▶沖縄県での修学旅行に関連した腸管出血性大腸菌感染

症のアウトブレイク 
　日本医事新報（5301）p.65
▶生成 AI の活用で医学的ケアの質は改善しますか？　
　薬局 77（1）p.86
▶薬やビタミンサプリメントでがんは予防できますか？　
　薬局 77（1）p.84
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１　計画的試験を実施しています
　令和７年度 計画的試験を以下の項目で実施しています。

　　①ベラパミル塩酸塩錠の定量試験　②漢方薬の細菌試験

試験検査センター利用契約を結んでいただいている薬局へ封書にて、検体提出などについて

ご案内しました。提出期限は１月 31 日です。検査終了後、成績書をお送りしますので、管理

日誌に記載お願いいたします。

２　日薬　薬事衛生連絡協議会・技術研修会（東京にて開催）へ参加しました
令和７年 11 月 26 日に東京の日本薬剤師会にて開催された薬事衛生連絡協議会・技術研修会

へ参加しました。日本薬局方の第 19 改正や国際調和活動、CBD 製品の分析法など試験に関す

る様々な情報を得る機会となりました。

３　今月の雑耳学

１　騒音検査などの記入用紙が県薬ホームページからダウンロードできます
騒音検査や照度検査などで使用する記入用紙（調査票や点検票など）を下記の手順で県薬ホー

ムページからダウンロードできます。

　　会員ページへログイン → カテゴリの中の「学薬部会」

　　　　　　　　　　　　　　　　　→ ページ下部　「学校環境衛生調査報告用紙」

会員のための検査センターをモットーに頑張っています。

※利用契約の詳細は、以下の連絡先に連絡下さい。

連絡先：試験検査センター　　電話：098-963-8934　　Mail：siken@okiyaku.or.jp

ひきつづき利用契約推進中！

試 験 検 査 センターからのお知らせ

【日本薬局方における確認試験・純度試験】
今回は、日本薬局方における確認試験・純度試験について解説します。

「確認試験」とは、医薬品または医薬品中に含有されている主成分などをその特性に基づいて確

認するための試験である。「純度試験」とは、医薬品中の混在物を試験するために行うもので、その

混在物の種類及びその量の限度を規定する。この試験の対象となる混在物はその医薬品を製造する

過程または保存の間に混在を予想されるものまたは有害な混在物などである。

(第十八改正日本薬局方より引用)

例示として医薬品各条の無水エタノールとエタノールの確認試験・純度試験を解説します。

まず無水エタノールとエタノールの確認試験には赤外吸収スペクトル測定法が用いられます。

フーリエ変換赤外分光光度計を用いて対象試料のスペクトルと参照スペクトルを比較することで成

分を同定します。無水エタノールとエタノールのスペクトルはほぼ同じ形状となりますが、1600cm-1付

近の吸収の有無で両者を判別可能です。

続いて無水エタノールとエタノールの純度試験には、「溶状」、「酸またはアルカリ」、「揮発性混在物」、

「その他の混在物(吸光度 )」、「蒸発残留物」の5項目があります。

「溶状」は本品に水を加えて混和させることで水と混和しない混在物を確認します。

「酸またはアルカリ」はフェノールフタレイン試液による比色法で混在物を確認します。

「揮発性混在物」はガスクロマトグラフィーを用いてメタノールやアセトアルデヒド、アセタールやベ

ンゼンなどの揮発性混在物が基準値以下であることを確認します。

「その他の混在物(吸光度 )」は紫外可視吸光度測定法を用いて混在物由

来の異常なスペクトルがないか確認します。

「蒸発残留物」は本品を蒸発させ残留物の重量で混在物の量を確認します。

日本薬局方には医薬品ごとに確認試験や純度試験の他にも定量法や特定

の試験など様 な々機器や試薬を用いた試験方法が記載されています。
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日薬会員数、沖縄で 2桁増
若手病薬向けキャンペーンなど実施

先月末に公表された 2025 年 10 月末時点の日本薬剤師会の会員数報告によると、45 都道

府県で前年度から会員数が減少していた一方、沖縄県が唯一の 2桁増となった。沖縄県薬

剤師会の前濱朋子会長は、じほうの取材に対し、チェーン企業からの入会者増加や、若手病

院薬剤師向けのキャンペーン実施など、組織強化に向けた努力の積み重ねの成果だと述べた。

25年度の日薬会員数は9万9666人。24年度から1671人減少し、10万人の大台を割った。

都道府県別に見ると、45都道府県で減少し、増加したのは沖縄（24人増）と滋賀（1人増）

のみだった。

● 25 年 10 月末時点の日薬会員数

前濱氏は、地域別の分析を行ったところ、チェーン企業からの入会者が多い傾向にあった

と説明。また、23 年度から実施している、40 歳以下の病院薬剤師を対象に入会金無料、年

会費半額とするキャンペーンが周知されてきたことも要因に挙げた。学校薬剤師など、地域

貢献活動への参加を目的に入会する動きもあるという。

沖縄県薬によると、認定薬剤師の育成を支援する県の事業では、薬剤師会会員であること

が対象条件となっていることから、若手の病薬の入会が毎年、少人数ながらあるという。ま

た、沖縄は人口 10 万人当たりの薬剤師数が全国最下位で、慢性的な薬剤師不足が続いてい

るという課題認識が会員間で共有されているとも説明。1つの施策で大幅に増加を見込むこ

とは難しいため、薬局開設者が自身の薬局の勤務薬剤師に入会を働きかけることも含め、地

道な取り組みを継続的に進めているとしている。

2026年1月21日水曜日 3006号

 ［許諾番号20260122_01］
株式会社じほうが記事利用を許諾しています。

日本薬剤師会会員数、沖縄県薬剤師会が唯一の２桁増！転載記事

都道府県 会員数 対前年度
北海道 4263 -102
青森県 1346 -18
岩手県 1677 -34
宮城県 1392 -21
秋田県 1522 -32
山形県 1123 -44
福島県 1269 -42
茨城県 1783 -45
栃木県 1105 -19
群馬県 1192 -34
埼玉県 2468 -44
千葉県 2677 -64
東京都 6532 -111
神奈川県 3171 -90
新潟県 1821 -30
富山県 947 -12
石川県 815 -22

都道府県 会員数 対前年度
福井県 496 -3
山梨県 806 -1
長野県 2188 -42
岐阜県 1350 -11
静岡県 2404 -42
愛知県 4052 -12
三重県 2174 -17
滋賀県 1099 1
京都府 3507 -1
大阪府 7475 -217
兵庫県 7694 -223
奈良県 960 -2
和歌山県 908 -13
鳥取県 778 -18
島根県 994 -29
岡山県 1922 -47
広島県 2778 -31

都道府県 会員数 対前年度
山口県 2549 -5
徳島県 807 -16
香川県 1257 -37
愛媛県 2014 -1
高知県 786 -22
福岡県 4394 -47
佐賀県 985 -4
長崎県 1395 -14
熊本県 2062 -24
大分県 1512 -2
宮崎県 1459 -37
鹿児島県 1916 -14
沖縄県 1225 24
特別会員 617 -153

合計 99666 -1671
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リレー随筆　リレー随筆　9494

今回リレー随筆のバトンを受け取りまし
た、備瀨愛実と申します。
テーマは自由ということなので、ここ数年
で好きになった落語についてご紹介したいと
思います。
きっかけは、知人に誘われて寄席に足を運
んだことでした。興味本位で訪れた「国立劇
場寄席」では、落語をはじめ、何も書いてい
ない紙にハサミを入れ即興でイメージを作り
出す紙切り、撥や鞠、傘を使って皿や茶碗を
回す太神楽曲芸、そして漫才など、多彩な演
芸が上演されていました。初心者の私でも飽
きることなく楽しめる内容で、一気に引き込
まれてしまいました。
特に印象的だったのが落語です。正直なと
ころ、始まる前は「江戸時代の文化だし、聞
いても理解できないかも」と不安に思ってい
ました。しかし、落語家はまず時事ネタや軽
妙な小話で笑いを誘いながら、自然と本題の
演目へと移っていきます。扇子や手ぬぐいを
巧みに使い、一人で複数の登場人物を演じ分
けるその姿は、まさに芸術そのものでした。
場面の移り変わりや人物の感情が見事に表現
され、話の世界にどんどん引き込まれていき
ます。聞き手の想像力を刺激するその力に、
すっかり魅了されてしまいました。
この時は４つの演目が上演され、人情噺、
滑稽噺、怪談などバラエティに富んだ内容で
した。笑わせるだけでなく、しみじみと心に
残る話もあり、落語の奥深さに感動しました。
その後も年に１〜２回は寄席に足を運んで
います。通ううちに「古典落語」と「新作落
語」という言葉も覚えました。古典落語は、
江戸から明治時代に生まれた演目の中から、
時代を超えて語り継がれてきた普遍的な物語
です。滑稽話や感動的な人情話などがあり、
格式と味わい深さが魅力です。一方、新作落

語は大正時代以降に作られたもので、現代社
会や日常生活を題材にしたものが多く、時に
笑いながらも考えさせられるような内容が特
徴です。古典と比べると、わかりやすく親し
みやすい面白さがあります。
印象に残っているのは、古典落語の代表作

「芝浜」です。あらすじは、毎日働かずにぐ
うたらしている魚屋の男が嫁にせっつかれて
働きに行き、その道中、芝浜で大金の入った
財布を手にします。夫はその大金をあてに仲
間とどんちゃん騒ぎをした挙句そのまま酔っ
て寝てしまい、起きると財布は無くなってい
て、焦る夫に女房はその財布の存在を「夢」
と言って否定し、真面目に働くきっかけにし
ようとする、という話です。人情の温かさが
描かれており、笑いとともに深い教訓を伝え
てくれる作品でした。
また、おすすめの落語家は「ためしてガッ
テン」の司会をしていた立川志の輔さんです。
古典、新作ともに素晴らしく、ユーモアにあ
ふれており、テンポのよい話ぶりは圧巻で、
観客をあっという間に物語の世界へ引き込ん
でくれます。よく沖縄で上演されているよう
なので、機会があればぜひ足を運んでみてく
ださい！

「落語」

みさと虹薬局
備瀨 愛美

次号には、みさと虹薬局の中塚 泰子 先生がバトンを受けて下さいました。ご期待下さい！

志の輔落語の演目
寄席の紙切り

お題「花火」を1 ～ 2分
で仕上げる
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コヘンルーダ：イシャナカシグサ
学　名　Ruta chalepensis Ｌ .

科　名　ミカン科　Rutaceae

属　名　ルタ属　Ruta

使用部位　葉、茎、花

有効成分　アルカロイド、カフェタンニン､フロク

マリン類､サポニン､フラボノイド､精油

【コヘンルーダの特徴】
コヘンルーダ、沖縄産は「小片ルーダ」「医

者泣かせ草」と呼ばれる。昔から沖縄本島北

部に自生しているミカン科の顕花植物で、地

中海原産、高さ 60～ 90ｃｍまで成長する多

年草。葉は、青灰色を帯びたものと黄色みの

強いもの、斑入り葉のものなどがあるが、複

数の節に分かれ、さらに小さな小葉に分かれ

ている。対生し、二回羽状複葉で、サンショ

ウを少し甘くしたような香りがある。丸みを

帯びたなめらかな葉がレース状に茂る。花期

６～７月で、茎頂に黄色の小花が散房花序に

つく。花序は花の房で、それぞれ 4～ 5枚の

鮮やかな黄色の花弁があり、縁は巻き込み、

縁飾りが付けられている。果実はざらざらと

した球形の蒴果で、尖った裂片に分かれている。

【コヘンルーダの歴史・用途】
沖縄では古くから重宝されており、こへん
るーだ茶など健康飲料として利用されている。

大和本草ﾔマﾄﾎﾝｿﾞｳの考柱本（白井光太郎・

1932）の記述した本には、古くに渡来したヘ

ンルーダをコヘンルーダと呼び、明治維新前

後に渡来したものをヘンルーダと呼ぶ。コヘ

ンルーダには、花弁の縁に毛状細裂がある。

両者は微妙な形態を除いてほとんど差はない。

伝統的に発熱や炎症など多くの病気の治療に

使用されている。

【ヘンルーダRuta graveolens】
ヘンルーダは、生薬名では芸香ｳﾝｺｳという。

しおりに使うと本の虫食いを防ぐと言われた。

「眼鏡のハーブ」と呼ばれるほど視力を高め

る効果があると信じられていた。内服薬とし

ては、主に駆風、通経 ( 月経の改善 )、鎮静、
鎮痙、消炎、抗ヒステリー、駆虫薬などとし

て使用されるが、通経作用があるので妊婦に
は禁忌。外用薬としては、軟膏あるいはガー

ゼや布に冷ました煎じ液を含ませて、痛風や

リウマチの痛み、打ち身や捻挫などに使用さ

れ、虫刺されやしもやけにも応用される。

アルカロイドのアルボリニン・スキミアニ

ン、フラボノイド配糖体のルチン、フロクマ

リン類のベルガプテン、コクサギニンなどを

含む。全草に精油（メチルノニケトン、メチ

ルヘブチルケトン、ピネン、シネオール）を

含み特異な芳香がある。

【スキミアニンSkimmianine】

実験検証の結果、スキミアニンは細胞生存

率に影響を与えることなく、濃度依存的に多
核破骨細胞の形成を阻害することが明らかに

なった。また、破骨細胞関連遺伝子の発現も
抑制された。スキミアニンは ERp57 駆動のカ

女性薬剤師部会  　　
副部会長 狩俣 イソ

第73回　暮らしの中の薬草学
身近な薬草を知ろう

　「沖縄ぬちぐすい事典　尚弘子監修」でイシャナカシグサの名が目につきました。和名をコヘンルーダと言い、

沖縄一、成分的には世界一とも言われる薬草とのことです。初めて聞く名前なので、早速調べてみました。

スキミアニン
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ルシウム振動 /カルシニューリン /Nfatc1 シ

グナル伝達を抑制することで破骨細胞形成を

抑制し、骨粗鬆症治療の有望な代替療法とな

る可能性が示された。

【ルチン Rutin）】

ルチンは薬草として用いられていたミカン

科のヘンルーダから発見された柑橘フラボノ

イド配糖体の一種。化合物名は単離されたヘ

ンルーダの学名 Ruta graveolens による。

ルチンは強力な抗酸化作用を持つ。毛細血
管の強化による出血予防、生活習慣病（高血
圧、動脈硬化、脳卒中など）の予防、血流改
善、心疾患リスクの低減に効果が期待される。

ビタミン Cの吸収促進により、コラーゲン
生成促進や美肌効果も高まる。目の健康維持、
筋肉分解の抑制、血糖値の安定化、糖尿病予
防にも役立つとされる。

【ベルガプテンbergapten】

・BG 単体での主な効能

抗がん作用:膵臓がん細胞の増殖を強力に抑

制しアポトーシスを誘導する。

アルツハイマーAD病への効果:神経炎症を

抑制し､アミロイドβの沈着と神経炎症を

軽減、認知機能改善の可能性が示唆されて

いる。BGはMAPキナーゼシグナル伝達経路

を阻害することで神経炎症反応を抑制し、

AD病理を緩和する可能性がある。

抗菌・抗炎症作用:関節リウマチ、神経炎症

その誘導体にも抗菌・抗炎症作用が期待で

きる。

・ベルガモット精油(ベルガプテン含有)の効能

精神面:不安やストレスを和らげ、気分を明

るくリフレッシュさせる、リラックス効果。

身体面:消化促進､食欲増進､自律神経の調整、

抗菌・抗ウイルス作用､ストレスによる肌

荒れ改善など。

重要な注意点：光毒性（光感作）

ベルガプテンは光毒性を持つため、ベルガ

プテンを含む精油（通常のベルガモット精油

など）を肌に塗布した状態で日光や UV に当

たると、シミや炎症を引き起こす可能性があ

る。

【コヘンルーダの精油の化学組成】
2- ウンデカノン (77.18%)､2- デカノン

(8.96%)および2-ドデカノン(2.37%)であっ

た。2- ウンデカノンは花から得られる精油

特有の成分 (100%) であった。プレゴンは茎

の精油にのみ ( 約 32.11%) 検出され、カン

ファーは葉の精油にだけ (2.46%) 検出された。

精油の成分の同定は ､ハーブの薬理活性の理

解に役立つ。

【生薬α-ピネンによるBDNF発現誘導の研究】
BDNF（脳由来神経栄養因子）遺伝子の発現

レベルは 90 分α -ピネン群の嗅球と 60 分α

- ピネン群の海馬で有意に増加したことから、

α - ピネンの作用には嗅球と海馬の BDNF が

関与していること、及び脳部位により作用時

間に差があることが分かった。α -ピネンは

ドーパミン神経を活性化して運動亢進を誘発

する可能性が示唆された。これらの結果は、

匂い分子の影響が嗅覚刺激と脳内移動の両方

を介していることを示唆している。

【2-ウンデカノン：メチルノニルケトン】

2- ウンデカノンは、香料の中間体や溶剤

として利用されている。

主に抗炎症作用、特に喘息による気道炎症

や微粒子（PM2.5）誘発性の腎臓炎症を緩和

する効果が研究されており、NF- κ B 経路を

阻害することで炎症反応を抑えることが示さ

れている。微粒子誘発性の炎症において、細
胞内の不要なミトコンドリアを除去するオー
トファジーの一種ミトファジーを誘導する効

果も示唆された。

参考：薬草・野草のページ、KKウチダ和漢薬、

Academia Care Net、ニューロテックメディカ

ル、熊本大学薬学部薬用植物園　植物データ

ベース、東邦大学薬学部生物学科、富山県薬

剤師会

ベルガプテン BG
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この度、第47回自由民主党沖縄県支部連合

会女性局大会に初めて参加させていただきま

した。

南城市長選挙や名護市長選挙をはじめ、今

後も選挙が続きますので、ご協力をお願いす

るとともに、頑張ってまいりましょうとの事

でした。

また、女性で立候補や政治に興味のある方

を募集中とのことでした。

表彰式では５名の方が表彰を受けました。

活発に活動されている看護連盟の方々にも

お話を伺いました。議員の方々との勉強会を

開催されているとのことで、大変刺激になり

ました。さらに、多職種連携に関する話題が

上がり、医師連盟、薬剤師連盟、看護連盟等

が合同で勉強会や今後の社会への取り組み、

方向性を議論できる場を設けていくべきとの

話がされました。

参加者の皆様は、沖縄県がより良くなるこ

と、そして女性が活躍できる社会を目指し、

熱心に活動されている様子でした。

今回の参加を通じて、沖縄県薬剤師連盟が

政治とどのように連携し、その力を活かして

いくべきかを考える貴重な機会をいただきま

した。このような機会を与えてくださり、心

より感謝申し上げます。

沖縄県薬剤師会においても、政治力の重要

性について広く認識していただけるような発

信や活動を、今後展開していきたいと思いま

した。

第47回自由民主党沖縄県支部連合会女性局大会参加
	 日時：令和７年 12 月 13 日（土）11:30 ～ 13:00

	 会場：東洋飯店 那覇店

薬連だより

＜次第＞

１．開会の挨拶

２．女性局長挨拶

　　新垣あやこ豊見城市議会議員

３．令和７年活動報告

４．令和７年決算報告

５．令和８年活動方針

６．令和８年活動計画

７．令和８年予算

８．大会宣言

９．役員承認及び新役員紹介

10．表彰式

11．閉会の挨拶

沖縄県薬剤師連盟
副幹事長　鈴鹿 玲子
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日新製薬の山形工場を視察

2025年10月１日、自民党厚生労働部会の薬

事に関する小委員会委員長の田畑裕明衆議院

議員とご一緒に、日新製薬様の山形工場を訪

問し、無菌製剤専用の第８工場と錠剤とカプ

セル剤を製造する荒谷工場を視察させていた

だきました。

第８工場は2017年に竣工した無菌製剤専用

工場で、点眼剤や注射剤の製造を行っておら

れます。ポリエチレンボトルの注射剤はガラ

スアンプルに比べて使いやすいため、製造方

法に興味がありました。注射薬の製造には巨

額の設備投資を必要とするため、他社からの

製造委託案件が増加しているとのことでし

た。その結果、多品目かつ小ロット生産が増

え、資材の入れ替え作業に時間を要している

とお聞きしました。荒谷工場は2013年に竣工

した固形製剤工場であり、一般製剤に加えて

高生理活性製剤の製造が行われていました。

いずれの工場も人為的な誤りを最小限にす

ることを目的に、製造管理、品質管理、製造

実績データ、空調管理、品質イベント情報管

理にシステムが導入されていました。それぞ

れのシステムを連携させることで部門間の情

報共有が可能となり、異常があった場合、タ

イムリーな対応が可能です。実際の作業はす

べてタブレットを用いて入力する管理体制が

整備されていました。

現場では人材確保が最も深刻な課題となっ

ていました。天童地域では製造業を中心に人

材獲得競争が激しく、慢性的な人手不足が続

いており、計画していた人員の確保が追いつ

いていません。これは同社のみならず、国内

のジェネリック医薬品業界全体に共通する問

題とお聞きしました。

今回の視察を通じ直面する課題は「人材確

保」「設備投資」「需給調整」の３つがポイン

トだと思いました。特に人手不足はいたると

ころで発生している問題であり、医薬品供給

体制の持続可能性にも直結する問題です。企

業努力を支えるためにも、積極的な支援が必

要であることを改めて認識しました。

政幸だより
薬連だより

参議院議員・薬剤師
神谷 政幸
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オレンジ日記
薬連だより

参議院議員・薬剤師
本田 顕子

「強い経済」の実現と国民のいのちと暮らしを守るために

年が変わり受験生にとってはシーズン真っ

盛りのこの頃、何かと慌ただしい年度末を間

近に控え、如何お過ごしでしょうか。

昨年12月26日の「仕事納め」の日、年内最

後の閣議が開かれ、来年度（令和８年度）予

算案が決定しました。国の基本的活動に用い

られる一般会計は約122兆３,100億円を計上

し、今年度（令和７年度）よりも７兆円余り

の増額となりました。

医療・介護等の社会保障関係費は約0.76兆

円増の39兆600億円となり、令和８年度診療

報酬にあっては令和８年度と令和９年度の２

年度分の平均としてプラス3.09％を確保し、

施設類型（病院、医科診療所、歯科診療所、

保険薬局）ごとの費用構造や経営実態を踏ま

えた改定を行うこととなりました。

社会保障関係予算のポイント（財務省ホーム

ページ「令和８年度予算政府案」）

　https://www.mof.go.jp/policy/budget/

budger_workflow/budget/fy2026/

seifuan2026/index.html

今回の予算編成にあたっては、主たる原資

となる税収の伸びが当初から期待されていま

したが、社会保障関係費については、例年に

違わず年度当初から、年々増加する社会保障

費について「財政健全化」や「社会保障の持

続可能性」を強く訴える意見と、物価高対策

や賃上げ実現が公定価格の下では困難であり

経営が逼迫しているとの主張との間で厳しい

協議・調整が行われました。

一連の医療・介護等分野の物価・賃上げ対

策に関しては、令和６年度診療報酬改定以降

の経済情勢の下での物価・賃上げへの対応状

況や経営状況の深刻さが増すに連れ、６月の

「骨太方針2025」の策定に向けた党内議論に

おいて自民党議員の多くが危機感を持って粘

り強く議論を戦わせて、高齢化による増加分

に相当する伸びに「経済・物価動向等を踏ま

えた対応に相当する増加分を加算する」と書

き込むことで、今後の予算編成に関する議論

の起点とすることができました。

その後、高市政権の下で、「生活の安全保障・

物価高への対応」を始め３つの柱から成る

「『強い経済』を実現する総合経済対策〜日本

と日本人の底力で不安を希望に変える〜」を

策定し、昨年12月には「医療・介護等支援パッ

ケージ」を盛り込んだ令和７年度補正予算の

成立によって、報酬改定の時期を待たずに経

営の改善及び従事者の処遇改善につながる補

助金を措置することで改定効果を前倒しする

ことができました。

続けて令和８年度予算案の編成に向けて力

を緩めることなく、前述の「骨太」を礎に自

民党内の部会・調査会での議論、とりまとめ

文書の党幹部への提出、さらには医療・介護・

障害福祉サービスを担う関係団体と共に党幹

部や政府への申入れ等を行いました。

これまでの取組を実際のものとするため、

補正予算の執行状況を注視し、追加的措置の

検討も行いながら、通常国会での令和８年度

予算の早期成立に向けて取り組んでまいりま

す。
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転載記事

※発行元が記事の利用・編集を許諾しています。

本会・本連盟の古謝玄太副会長が、沖縄県知事選挙に立候補の意思を固める。

琉球新報
令和８年１月12日（月）掲載
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沖縄県知事選、那覇副市長の古謝氏が出馬へ
県薬副会長、保守系選考委が擁立

今年 9月の任期満了に伴う沖縄県知事選で、経済団体などでつくる保守系の県知事

選挙候補者選考委員会は13日までに、薬剤師資格を持つ那覇市副市長の古謝玄太氏（42）

の擁立を決めた。

古謝氏は同日までに自身のSNSを更新。正式な出馬表明は改めて行うとした上で、「大

学時代から志していた『誰もが挑戦できる沖縄』、そして、政治の役割である『明日に

希望が持てる社会』をつくるべく、全力で邁進していく所存だ」と意欲を示した。

古謝氏は那覇市出身。東京大薬学部を卒業後、2008 年に総務省に入省し、長崎県財

政課長などを歴任した。22 年 7 月の参院選沖縄選挙区に自民党新人で立候補し落選。

同年 12月から那覇市副市長、23年 6月からは県薬剤師会副会長を務めている。

2026年1月14日水曜日 3001号

［許諾番号20260114_01］
株式会社じほうが記事利用を許諾しています。

転載記事

　　　沖縄県薬剤師連盟の各SNSをご覧下さい！

当連盟の活動をご覧のうえ、ぜひ、いいね、シェアをお願いいたします。

お知らせ
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転載記事

※発行元が記事の利用・編集を許諾しています。

琉球新報　令和８年１月12日（月）掲載
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転載記事

※発行元が記事の利用・編集を許諾しています。

琉球新報　令和７年12月16日（火）掲載

どしどし
お寄せ
下さい！

　おきなわ薬剤師会報は皆様の会報です。 
　広報委員会では、 会員の皆様からの原稿や
作品を多方面にわたり募集致します。 活発な
御投稿をお待ち致しておりますので、 是非、 
御協力下さいますようお願い致します。
【会報表紙及びカット写真】
　写真にタイトルを付けて奮ってご応募願い
ます。 写真の採否、 掲載月については広報委
員会に一任頂きますのでご了承下さい。 表紙
写真はカラー、 カットについては白黒印刷と
なります。 
【会員からの意見箱】
　皆様の質問、 意見、 主張を掲載します （薬
剤師会活動や社会に対する本音など何でも結
構です）。 日常業務の中での疑問、 薬剤師会
活動、 賠償責任保険、 医薬分業、 一般薬販売
等について質問を受け付けます。

　・誌上匿名は可能です。 
　・回答者を指名されても結構です。 
【寄稿コーナー】
　勤務薬剤師としての立場から見られた日常
業務、 過去、 現在の職場に対する長短所・要
望等。 若い先生方からの御意見、 御投稿をお
待ちしております。 
　同時にベテランの先生方からの店舗経営に
関する事、 開業顛末記等、 今後の進路を決め
る若い先生方へのアドバイス等についても募
集します。 
【会員作品・趣味のコーナー】
　会員からの作品・趣味等を随時募集してお
ります （手記、 随筆、 紀行文、 詩、 短歌、 俳
句、 川柳、 写真、 絵画、 毛筆等の作品、 ス
ポーツ同好会や趣味の集い等の紹介や活動状
況報告など何でも歓迎します）。 

☆原稿送付先（会報に関する問い合わせ）
　沖縄県薬剤師会事務局 大城まで　　　〒901-1105 沖縄県島尻郡南風原町字新川 218-10
　　　　　TEL 098-963-8930   FAX 098-963-8932  　　　e-mail: kouhou@okiyaku.or.jp
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厚労省事業で地域フォーミュラリ普及へ
沖縄県北部地区薬、多職種研修会や GL配布

沖縄県の北部地区薬剤師会は、厚生労働省の「地域医薬品提供体制構築推進事業」のモデル

事業として、地域フォーミュラリの普及・拡大に取り組む。医療従事者向けの研修会を開催するほ

か、実施ガイドライン（GL）を医療機関・薬局に配布する。

レセプトデータの分析も予定しており、推奨する医薬品の銘柄の絞り込みに道筋を付けたい考えだ。

じほうの取材に応じた浅沼健一会長は、「マンパワーの限られている地域薬でも、関係者の協力

の下、地域フォーミュラリを主導することは可能だ」と述べ、他地域への横展開に期待を寄せた。

北部地区薬は、医薬品卸の営業所がないなど、地域の医薬品流通の課題解決策として、地域

フォーミュラリに着目。三師会を中心に委員会を組織し、2024 年12月に3領域から運用を開始

した。その後も着 と々対象領域を増やし、現在は▽スタチン系脂質異常症治療薬▽歯科鎮痛薬▽

インフルエンザ治療薬▽PPI・P-CAB▽抜歯時抗菌薬▽前立腺肥大症治療薬▽ARB▽ジヒドロ

ピリジン系カルシウム拮抗薬▽ARBとジヒドロピリジン系カルシウム拮抗薬の組み合わせ▽第2

世代抗ヒスタミン薬―の10領域にまで広がっている。

●レセプトデータの活用も
厚労省事業では、すでに実施している地域フォーミュラリをより発展させる施策として130万円

の予算を組み、B申請（モデル事業）で採択された。具体的な施策として、医師・歯科医師・薬

剤師を対象にした研修会を企画し、地域フォーミュラリの周知を進める。また、地域にある120

の医療機関・薬局に対し、日本フォーミュラリ学会が作成した「実施GL」を郵送し、実施の意義

について理解を促す。このほか、地域フォーミュラリを検討する委員会の開催費用にも充てる。さ

らに、レセプトデータの使用料も計上しており、分析結果を今後の検討の参考にしたい考えだ。

浅沼氏は、北部地区では医薬品の流通が限られる一方、離島住民などで「明日まで待つ」こと

が困難な場合もあるため、地域フォーミュラリで1領域当たり2～3種類の銘柄まで絞り込むこ

とが理想だと指摘。そのためには、レセプトデータを分析し、地域の流通実態を明らかにするこ

とが重要になるとの考えを示した。現在、地区薬では、運営する「医薬品備蓄センター」で事務

職員が各薬局への「急配」に対応しているが、「地域で流通する医薬品」を集約すれば、センター

の効果的・効率的な運用にもつながると見通している。

浅沼氏は今回、他地域での横展開を見据えたモデル事業として取り組むことについて、同じよ

うな医薬品提供体制の課題を感じている地域はあるはずと指摘。「決してわれわれは余裕がある

わけではないが、スピード感を持って地域フォーミュラリの運用を開始できた」と強調した。その

上で「地域フォーミュラリは、存在することで大きなメリットを生み出す。われわれの取り組みが、

他地域を勇気付けるものになればいい」と述べた。

2026年1月20日火曜日 3005号

 ［許諾番号20260120_01］
株式会社じほうが記事利用を許諾しています。

北部地区薬剤師会の取り組みが紹介されました。転載記事
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転載記事

※発行元が記事の利用・編集を許諾しています。

会員の活動が紹介されました

沖縄タイムス　令和７年12月16日（火）掲載
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転載記事 会員薬局が紹介されました

沖縄タイムス　令和７年12月12日（金）掲載

※発行元が記事の利用・編集を許諾しています。
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転載記事

※発行元が記事の利用・編集を許諾しています。

前濱朋子会長のお母様が紹介されました。

琉球新報　令和８年１月29日（木）掲載
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会 務 報 告

令和７年12月
１月	〇 松本純先生の旭日大綬章受章祝賀会　横浜ベイホテル東急　前濱会長

１月	〇 令和７年度第３回医療保険委員会　県薬研修室

２火	〇令和７年度第１回適正服薬等に関する研修会　県医師会館　阿部専務理事、吉田理事、事

務局：松堂

４木	〇 沖縄県ＵＩターンガイダンス（九州医療科学大学）　九州医療科学大学　沖縄県薬務生活

衛生課：喜屋武千早、事務局：大城事務局長・平安山

４木	〇 令和７年度地域医薬品提供体制構築推進事業　地域医薬品情報共有システム説明会　県

薬研修室　盛本理事、喜屋武理事、事務局：比嘉

８月	〇 令和７年度第８回業務執行理事会　県薬会議室

９火	〇 九州厚生局長来訪（新任あいさつ）　県薬会議室　前濱会長、阿部専務理事

11木	〇 令和７年度第１回試験検査センター委員会　県薬研修室

12金	〇令和７年度第３回沖縄県薬剤師研修協議会主催講演会　県薬ホール・Zoom　講師：渡邉暁

洋氏（兵庫医科大学 危機管理医学講座 特任助教）

13土	〇 令和７年度第２回沖縄県認知症疾患医療連携協議会　沖縄県総合福祉センター　保健福

祉委員会：中尾滋久

13土	〇 令和７年度第９回理事会　SORAHOTEL

14日	〇令和７年度第４回女性薬剤師部会研修会　県薬研修室

15月	〇 沖縄県薬剤師会百周年記念事業 第１回記念式典・祝賀会実行委員会　県薬会議室

17水	〇 令和７年度第１回県医療提供体制協議会　県庁　前濱会長

17水	〇 令和７年度第２回地域医薬品提供対策小委員会　県薬会議室

18木	〇 沖縄県薬剤師会百周年記念事業実行委員会第１回全体会議　県薬ホール

21日	〇 令和７年度第９回学校薬剤部会役員会　県薬研修室

21日	〇 令和７年度第２回学校薬剤師部会研修会　県薬研修室

22月	〇 令和７年第３回沖縄県保険者協議会　沖縄県庁　阿部専務理事

23火	〇 沖縄県社会保険診療報酬支払基金事務局長来訪　県薬会議室　大城事務局長、長嶺主任

23火	〇令和７年度第１回青年薬剤師部会主催研修会　県薬研修室

25木	〇 令和７年度薬事功労者厚生労働大臣表彰状等の伝達表彰式　県庁　受賞者：村田理事　同

席：前濱会長・大城事務局長

25木	〇 美ら島レスキュー 2025第１回打ち合わせ　県薬会議室・Zoom　姫野常務理事、知念理事、

鈴鹿理事、坂口結斗、長嶺主任

令和８年１月
５月	〇 令和７年度第９回業務執行理事会　県薬会議室

８木	〇 初薬師　県薬神殿

８木	〇 株式会社スズケン沖縄社長来訪　県薬会長室　前濱会長、阿部専務理事、大城事務局長

８木	〇 沖縄県歯科医師会 新年祝賀会並びに令和７年度受賞合同祝賀会　ザ・ナハテラス　前濱

会長、古謝副会長

９金	〇 令和８年沖縄県小児保健協会新年会　ダブルツリー byヒルトン那覇首里城　前濱会長

10土	〇 沖縄県看護協会 受賞祝賀会並びに新年会　ダブルツリー byヒルトン那覇首里城　前濱会

長、古謝副会長

10土	〇 令和８年沖縄県医師会新年祝賀会・医事功労者表彰式・受賞祝賀会　琉球大学病院長なら
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びに琉球大学医学部長退任・就任激励会　ロワジールホテル那覇　古謝副会長

10土	〇 令和７年度第10回理事会　県薬研修室

13火	〇 ジェイドルフ製薬株式会社（社長・工場長）来訪　県薬会長室　阿部専務理事、大城事務

局長

14水	〇 日本薬剤師会令和７年度第４回都道府県会長協議会　日本薬剤師会　前濱会長

14水	〇 日本薬剤師会　新年賀詞交歓会　明治記念館　前濱会長

15木	〇 美ら島レスキュー 2025図上訓練　県庁　災害薬事コーディネーター：鈴鹿理事、又吉智

賀子、坂口結斗

15木	〇 第３回那覇市地域保健感染症分科会　那覇市保健所　阿部専務理事

15木	〇 令和７年度第２回沖縄県後期高齢者医療制度運営懇話会　沖縄県後期高齢者医療広域連

合会議室　佐藤常務理事

16金	〇 美ら島レスキュー 2025図上訓練　県庁　災害薬事コーディネーター：鈴鹿理事・又吉智

賀子・坂口結斗、長嶺主任

18日	〇令和７年度薬事功労受賞者合同祝賀会・新年会　ダブルツリー byヒルトン那覇首里城

21水	〇 令和７年度沖縄県感染症対策連携協議会　市町村自治会館　阿部専務理事

22木	〇 沖縄県振興審議会委員の就任依頼に係る事前打ち合わせ　県薬会議室　前濱会長、阿部専

務理事、大城事務局長、沖縄県保健医療介護部 薬務生活衛生課：中村薬務専門監・米村

わかな

22木	〇令和７年度在宅訪問薬剤師座学研修会　県薬ホール

24土	〇 沖縄県栄養士会 令和８年新年会並びに表彰受賞祝賀会　ノボテル沖縄那覇　古謝副会長

25日	〇 沖縄県臨床検査技師会 令和８年祝賀会ならびに新年会　ノボテル沖縄那覇　古謝副会長

25日	〇令和７年度薬薬連携会議　県薬ホール

26月	〇 令和７年度第４回広報委員会　県薬会議室・Zoom

28水	〇 令和７年度第２回沖縄県国民健康保険運営協議会　県庁　宮城常務理事

28水	〇令和７年度アンチ・ドーピング研修会　県薬ホール　講師：笠原大吾・黒島新、吉田理事、

事務局　松堂

29木	〇 薬局DX 基盤サービス「N-Bridge」説明会　県薬会議室　阿部専務理事、盛本理事、西川裕、

事務局：長嶺主任・比嘉

29木	〇 令和７年度第１回財務委員会　県薬会議室

29木	〇令和７年度第４回沖縄県薬剤師研修協議会主催講演会　県薬研修室・Zoom　講師：金城隆

展氏（琉球大学病院 地域・国際医療部 特命助教 臨床倫理士）　事務局：大城事務局長・

金城・比嘉・川平

30金	〇 沖縄県医薬品登録販売者協会新年会　東洋飯店那覇店　阿部専務理事

30金	〇 令和７年度第３回災害対策委員会　県薬会議室・Zoom

31土	〇 令和７年度学校薬剤師九州ブロック連絡会議　桜の馬場城彩苑　前濱会長、学校薬剤師部

会：知名常務理事・新垣紀子部会長

31土	〇令和７年度第５回沖縄県薬剤師研修協議会主催講演会　県薬研修室・Zoom　講師：古武孝

仁氏（ふたば漢方薬局）　事務局　川平
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令和７年12月
13土	〇 自由民主党沖縄県支部連合会 第47回女性局大会並びに懇親会　東洋飯店那覇店　前濱会

長、鈴鹿副幹事長

令和８年１月
５月	〇 ニシメ恒三郎 新春の集い　南風原町中央公民館　名嘉幹事長、黒島新

７水	〇 島尻あいこ 新春の集い　名護市市民会館　屋嘉比康太北部地区薬剤師会事務局長

９金	〇 自民民主党沖縄県支部連合会　令和８年新春の集い　パシフィックホテル沖縄　前濱会

長、神村相談役

９金	〇 2026 公明党沖縄県支部「賀詞交歓会」　ホテルモーリアクラシック沖縄　江夏監事

10土	〇 コクバ幸之助 新春の集い　沖縄県市町村自治会館　盛本総務、神村相談役

15木	〇 日本薬剤師連盟令和７年度第２回都道府県薬剤師連盟会長会　AP日本橋　前濱会長

15木	〇 自由民主党沖縄県支部連合会移動政調会　沖縄ハーバービューホテル　阿部常任総務

28水	〇 國場幸之助決起大会　パレット久茂地前交差点　前濱会長

30金	〇 第51回衆議院議員選挙沖縄第一選挙区コクバ幸之助第２回選対会議　コクバ幸之助選挙

事務所　阿部常任総務　大城事務局長

31土	〇 宮崎政久総決起大会　浦添市産業振興センター　大城事務局長

沖縄県薬剤師連盟

【連絡先】沖縄県薬剤師会事務局 （上原・大城）：098ｰ963ｰ8930
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編 集 後 記編 集 後 記

ダージリンのエクスペリエンスに参加しました。私の紅茶師匠が満を持しての企画、主催。

紅茶だけでなくその国の文化や習慣、歴史的背景も学ぶ興味深いセミナーでした。本場インド

のダージリンを数種類ほど堪能し、会場ホテルの特別なセイボリー…美味な一日でした。恥ずか

しながら、この歳になっても知らないことがまだまだたくさんあって。しかし、「知らないこと

を知る」、そこに喜びを感じています。と、ここまで書いて実は私、コーヒー党なんです。（苦笑）

　　　（クララ）

ＡＩに悩み事や困りごとを相談すると

びっくりするぐらい優しい言葉で返事が

返ってくる。まるで人間が返事をしてくれて

いるような錯覚に陥る。いや、人間よりも

きめ細やかで優しいのである。日本でもＡ

Ｉと結婚した男性が話題になったらしいが、

世界中にはＡＩとの会話のやりとりの虜に

なってしまった人がゴマンといるとのこと。

さらに自分の好みに合わせた理想のＡＩが

作れるらしいので、対話型ＡＩアプリを通

してＡＩと愛の言葉を交わしている人が世

界中に数百万人といるらしい。

何かと腹の立つ人間社会よりは優しいＡ

Ｉの中に逃げたくなるが、ＡＩはどこまで

いってもＡＩ、一緒に行動はしてくれない。

一緒にご飯も食べてくれない。まだまだ行

動するのが大事な人間社会の中で頑張れる

だけ頑張って泥臭く動き回るのが私には似

合っているようだ。　　　　　　　（ピアナ）

今回も不妊治療シリーズで「採卵」につ

いてお話しさせていただきます。採卵とは、

体外受精・顕微受精をする卵子を採取するこ

とです。まず、卵子（卵胞）をたくさん育て

る自己注射を12日間します。注射の手技は慣

れたものですが、自分自身に注射するのは最

初はとても緊張しました。この12日間で、体

重は４kg増え、足はとても浮腫み、倦怠感や

メンタルの不調など様々な症状がでて大変

でした。採卵当日は、ミダゾラムとペンタゾ

シン注で眠りに入り、起きたら処置が終わっ

ていたのでホッとしたことを覚えています。

ただ、処置に使用する採卵針は長さが30cm

もあり、膣から卵巣まで針を刺して卵子を

採取する処置だと知って、後から怖くなりま

した。採卵は身体的にも精神的にも決して楽

なものではありませんが、今まさに自分自

身と向き合っている最中だと感じています。

医療に携わる立場として、治療を受ける

側の不安や負担を改めて実感している日々

です。　　　　　　　　　　　　（アリゴリ）

令和7年 誌上ギャラリー大賞令和7年 誌上ギャラリー大賞令和7年 誌上ギャラリー大賞

令和7年 誌上ギャラリー優秀賞令和7年 誌上ギャラリー優秀賞令和7年 誌上ギャラリー優秀賞

第328号（令和７年５・６・７月号）掲載　飯塚 雄矢氏の撮影写真「沖縄県久高島ロマンスロード」

第329号（令和７年８・９・10月号）掲載　平良 博文氏の撮影写真「夕焼けに負けじと輝く二日月」

おめでとうございます！ これからも会員の皆様からの多くの作品をお待ちしております!!

誌上ギャラリー （裏表紙） について
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学 術 研 修 令和７年度第２回沖縄県薬剤師研修協議会主催講演会「慢性腎臓病診療における薬剤師への期待」 … 日高 久美子 （ 50 ）

学 薬 部 会 令和７年度第２回学校薬剤師部会研修会…………………… 新垣 紀子・前野 こずえ （ 52 ）

卸 薬 部 会 卸勤務薬剤師部会研修会　国の災害時医療活動訓練における医薬品供給訓練の最新情報 … 山城 聖子 （ 56 ）

女性薬部会 令和７年度第２回女性薬剤師部会研修会「小児の食物アレルギー・アトピー性皮膚炎～最近の話題～」 … 佐邊 真理 （ 58 ）

九山薬学大会 第84回九州山口薬学大会参加報告…………………………………………… 鈴鹿 玲子 （ 59 ）

ぶれいくたいむ 夫婦げんか……………………………………………………………………… 大城 尚美 （ 63 ）

月例相談会 第203回健康とおくすり相談会 ……………………………………………… 佐藤　俊吾 （ 64 ）

第204回健康とおくすり相談会 …………………………………………… 大塚 成一郎 （ 65 ）

県民の皆様へ あまくま薬立つ情報…………………………………………………………… 薬達ちゃー （ 66 ）

Ｄ Ｉ 薬事情報おきなわNo.288……………………………………………… 薬事情報センター （ 67 ）

試験検査センター 試験検査センターからのお知らせ………………………………………………………… （ 79 ）

リレー随筆 「落語」…………………………………………………………………………… 備瀨 愛美 （ 81 ）

薬 草 学 身近な薬草を知ろう　第73回暮らしの中の薬草学 イシャナカシグサ … 狩俣 イソ （ 82 ）

薬連だより 第47回自由民主党沖縄県支部連合会女性局大会参加……………………… 鈴鹿 玲子 （ 84 ）

政幸だより「日新製薬の山形工場を視察」 ………………………………… 神谷 政幸 （ 85 ）

オレンジ日記「『強い経済』の実現と国民のいのちと暮らしを守るために」 … 本田 顕子 （ 86 ）
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　　「幸せは雲の上に」photo by  伊集 智英（くはら薬局）
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毎年恒例、第39回NAHAマラソンに出場し

てきました。

当日の天候は晴れ→曇り。スタート時点で

は雲一つない快晴だったので昼ぐらいには

とんでもない暑さになるのでは？と心配し

ましたが途中から曇ってきて風も冷たかっ

たので走りやすい気候でした。

今年は昨年の反省も生かし、前半は飛ばし

過ぎず水分もしっかり摂りながら、スタート

から34kmぐらいまでは一定のペースで歩か

ず止まらず行けました。ただ、調子が良かっ

たのもここまでで35㎞あたりから前腿に違

和感が出始め、ペースを緩めたり走り方を

変えたりしながら騙しだまし進んでいまし

たが、37㎞付近で急に両腿が痙攣を起こし、

豪快に攣りました(泣) そこからはペースが

上がるはずもなく沿道の方々のサポート（冷

却スプレーや氷でのアイシング）を受けな

がら歩いたり走ったりしながら何とか奥武

山公園までたどり着き、かろうじて自己ベ

ストの４時間20分51秒でゴール。

昨年達成できなかった自己ベストを達成

できたことは収穫ですが、後半の失速は毎年

の課題です。次こそは最後まで走り切る！！

2026年のNAHAマラソンは第40回の記念大

会です。今から始めれば約１年の練習期間が

あります。マラソンに興味がある方はぜひ記

念にチャレンジしてみてはいかかでしょう

か？　　　　　　　　　　　 （ハンバーグ）

日々私たちは様々な選択肢の言葉の中か

ら選択しながら会話をしています。その中で

「何を」言うかは大事ですが「誰が」言うか

と言うのも大事な要素であるということを

実感したお話を今回はさせてください。

ある時、父に気になる症状があり家族で受

診を勧めていたのですが、なかなか受診せず

頭を悩ませていました。その時、当時２歳の

娘がひと言「じぃじ！びょーいん、いっしょ

にいこーか」と。すると翌週にすぐに受診し、

結果パーキンソン病という診断になりまし

た。幸い初期だったので早期治療が出来てい

ます。主治医曰く「薬だけではなく、喉の

筋肉が衰えないようにリハビリが大事です、

ゆんたくをたくさんしてください、あとは何

か楽しみなことがあると良いです。」と。３

歳になった娘は「じぃじ高い高いして」「じぃ

じおにごっこしよう！」と。寡黙な父です

が孫といるととても楽しそうに笑いますし、

要望にも応えていて良いリハビリになって

いるとも思います。

なにより娘がとても楽しそうにしていて、

その無邪気な言葉かけや笑顔のおかげで私

たちはいつも救われているなと思うこの頃

でした。　　　　　　　　　　　　(ぽんず)
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